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P.４　大方JAC松本万智さん・中村JAC山沖啓太

　　　さん全国大会出場おめでとうございます

P.５　黒潮町特産物探訪 ～カツオ編～

P.６　黒潮町職員地域担当制が始まりました

P.９　早期着工を！一般国道56号大方改良事業

P.11　教育委員会だより

P.12　健康カレンダー・当直医療機関一覧表

P.13　健康智恵袋 健診結果の見方④「血圧検査」

P.14　福祉だより「障害者自立支援法」ってご存知ですか？

P.16　募集・お知らせ

P.18　平成19年度黒潮町職員採用資格試験のご案内

　　　個人情報保護制度・情報公開制度の運用状況公表

P.19　第34回「部落差別をなくする運動」強調旬間

P.20　黒潮町国保拳ノ川診療所・図書館カレンダー

P.21　ご家庭の水道工事は黒潮町指定の事業者で！

　　　水道給水工事指定店当番一覧表

◆今月の主な内容◆今月の主な内容

●人　口　13,829人　前月比（22人減）
　　　　　　　　　　　　　　　   【男性6,542人　女性7,287人】

●世帯数　5,737世帯
●15歳未満の年少人口　1,471人（比率10.6％）

　　　　　　　　　　　　　　　   【男性749人　女性722人】

●65歳以上の老齢人口　4,500人（比率32.5％）
　　　　　　　　　　　　　　　   【男性1,806人　女性2,694人】

●人口のうごき

〈2007（平成19）年5月31日現在〉

わがまちデータわがまちデータわがまちデータ

増加21人　出生　4人　　　 転入　17人　
【男1人　女3人】　【男14人　女3人】

減少43人　死亡　12人　　 転出　27人　 　　職権　4人　　
【男7人　女5人】　【男15人　女12人】　【男3人　女1人】

くろしおくろしお

 黒潮クリーン大作戦！町内各地で小中高校生らによる清掃活動が行われました。
【撮影：平成19年6月18日】（関連記事3ページ）

〒789－1992 高知県幡多郡黒潮町入野2019番地1
蕁 0880－43－2111（代表）　FAX 0880－43－2788
HPアドレス　http：//www.town.kuroshio.lg.jp/　 　somu@town.kuroshio.lg.jp

〈2007（平成19）年7月1日発行　印刷／㈲宿毛印刷〉

発行／黒潮町役場
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五
月
十
日
か
ら
十
一
日
に
か
け

て
、
入
野
海
岸
で
ホ
ン
ダ
ビ
ー
チ

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
に
よ
る

海
岸
清
掃
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
本
田
技
研
工
業
株
式

会
社
の
社
会
活
動
の
一
環
と
し
て

全
国
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
、
四
国
で
は
黒
潮
町
で
初
め
て

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
清
掃
に
は
、
同
社
で
開
発
さ
れ

た
専
用
の
清
掃
車
両
が
使
用
さ
れ
、

通
常
で
は
取
り
き
れ
な
い
小
さ
な

木
切
れ
や
タ
バ
コ
の
吸
殻
、ガ
ラ

ス
片
な
ど
が
収
集
さ
れ
ま
し
た
。

見
物
に
来
た
方
た
ち
も
き
れ
い
に

な
っ
た
砂
浜
に
、驚
か
れ
て
い
る

様
子
で
し
た
。

　
六
月
一
日
か
ら
荷
稲
郵
便
局
で
、

住
民
票
・
戸
籍
謄
抄
本
・
印
鑑
証

明
書
の
交
付
事
務
が
開
始
と
な
り

ま
し
た
。

　
当
日
行
わ
れ
た
開
始
式
で
は
、

町
や
郵
便
局
関
係
者
・
地
域
住
民

ら
約
三
十
人
が
参
加
し
、
町
長
、

荷
稲
郵
便
局
長
あ
い
さ
つ
の
後
、

「
証
明
書
ス
タ
ー
ト
！
」
の
発
声

と
と
も
に
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
さ
れ
、

証
明
書
交
付
請
求
者
第
一
号
の
方

か
ら
の
請
求
を
受
け
付
け
ま
し
た
。

　
佐
賀
北
部
地
域
を
代
表
し
て
荷

稲
地
区
の
伊
与
木
区
長
は
、「
生

活
の
中
で
一
番
身
近
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
庁
舎
か
ら
離
れ
た
北
部
地

域
で
も
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
、
伊
田
地
区
出
身
で
あ
る

株
式
会
社
海
洋
堂
の
創
業
者
、
宮

脇
修
同
社
会
長
か
ら
い
た
だ
い
た

フ
ィ
ギ
ュ
ア
を
、
佐
賀
庁
舎
一
階

ロ
ビ
ー
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
三
国
志
や
絵
本
な
ど
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
、
動
物
、
食
べ
物
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア

が
た
く
さ
ん
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

　
来
庁
の
際
、
お
近
く
に
お
越
し

の
際
は
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

総
務
課 

企
画
振
興
係

　
蕁
４
３
―
２
１
１
２（
直
通
）

）　
子
ど
も
の
登
下
校
の
時
間
、
通

学
路
や
街
頭
で
の
声
か
け
や
指
導

を
行
う
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ

ー
に
、
堀
忠
光
さ
ん（
早
咲
）
と

大
石
正
幸
さ
ん（
荷
稲
）
が
五
月

十
八
日
付
け
で
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
上
川
口
・
南
郷
・
入
野
・
田
ノ

口
・
三
浦
小
学
校
区
を
堀
さ
ん
、

伊
田
・
佐
賀
・
伊
与
喜
・
拳
ノ
川

小
学
校
区
を
大
石
さ
ん
が
担
当
し
、

青
色
回
転
灯
を
付
け
た
巡
回
車
で

各
校
区
を
巡
回
し
て
い
ま
す
。

　
主
に
、
不
審
者
対
策
や
交
通
安

全
指
導
を
目
的
と
し
た
取
り
組
み

で
す
が
、
巡
回
時
に
子
ど
も
た
ち

と
触
れ
あ
う
こ
と
で
、
日
頃
の
健

康
状
態
や
生
活
を
見
守
る
こ
と
に

も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
事

業
は
、
平
成
二
十
年
三
月
二
十
四

日
ま
で
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
　

　
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
、

青
色
回
転
灯
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
は
、
少
年
補
導
育
成
セ
ン
タ

ー
（
蕁
４
３
―
３
３
８
０
）
へ
お

願
い
し
ま
す
。

ホ
ン
ダ 

ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
に
よ
る
海
岸

清
掃
が
行
わ
れ
ま
し
た

荷
稲
郵
便
局
が
と
て
も

便
利
に
な
り
ま
し
た

（
証
明
書
交
付
事
務
を
開
始
し
ま
し
た
）

「
海
洋
堂
フ
ィ
ギ
ュ
ア
」

佐
賀
庁
舎
ロ
ビ
ー
に
展
示

か
い

よ
う

ど
う

黒
潮
町
の
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド

リ
ー
ダ
ー
で
す

まちのできごとまちのできごとまちのできごと

牽引式ビーチクリーナーを取り付けた4輪
バギーを走らせて、ゴミを収集します。

申請時には、本人確認書類（免許証また
は健康保険証）と印鑑が必ず必要です。

ほ
り
た
だ
み
つ

お
お
い
し
ま
さ
ゆ
き

黒潮町のスクールガードリーダー、右から、大石正幸さん・堀 忠光さんです。

　このたび、高知県教育委
員会よりスクールガードリ
ーダーの委嘱を受けました。
　地域の宝物である子ども
たちを、交通事故や災害ま
た不審者などから地域のみ
なさんと共に守っていきた
いと思いますよろしくお願
いします。
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まちのできごとまちのできごとまちのできごと

ど
根
性
ト
マ
ト
！？

黒
潮
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
！

磯
の
水
産
動
植
物
の
採
捕
に
つ
い
て

子
ど
も
広
場

塩
屋
の
浜
で
磯
あ
そ
び

　
六
月
十
六
日
、
教
育
委
員
会
が

行
う
「
子
ど
も
広
場
」
が
塩
屋
の

浜
（
佐
賀
）
で
開
か
れ
、
町
内
の

小
学
生
三
十
二
人
と
四
万
十
市
西

土
佐
の
小
学
生
二
十
九
人
が
合
同

で
磯
あ
そ
び
を
し
ま
し
た
。

　
宝
探
し
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ
後
、

磯
で
貝
や
魚
を
獲
り
、
見
た
こ
と

の
な
い
生
き
物
を
観
察
し
た
り
、

海
水
に
浸
か
っ
て
遊
ん
だ
り
、
浜

に
は
子
ど
も
た
ち
の
は
し
ゃ
ぐ
声

が
響
き
、
子
ど
も
た
ち
の
間
で
は
、

地
域
内
外
を
越
え
た
交
流
が
生
ま

れ
て
い
ま
し
た
。

　
次
回
、
七
月
八
日（
日
）の
子
ど

も
広
場
で
は
、
西
土
佐
（
口
屋
内

「
黒
尊
川
」
）
で
川
遊
び
を
行
い

ま
す
。

　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
隙
間
か
ら
生

え
た
大
根
『
ど
根
性
大
根
』
が
テ

レ
ビ
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
黒
潮
町
で
は
な
ん
と

『
ど
根
性
ト
マ
ト
』
が
！

　
佐
賀
地
区
の
あ
る
民
家
の
石
垣

の
隙
間
に
、
い
つ
の
頃
か
ら
か
生

え
て
き
た
植
物
。
初
め
は
何
か
分

か
ら
な
か
っ
た
が
、
葉
を
見
て
ト

マ
ト
と
分
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　
水
も
栄
養
も
ど
こ
か
ら
採
っ
て

い
る
の
か
、
備
え
付
け
ら
れ
た
添

え
木
に
か
ら
ま
り
大
き
く
育
っ
て

い
ま
す
。
傍
の
ポ
ッ
ト
で
育
て
て

い
る
ト
マ
ト
に
数
も
大
き
さ
も
負

け
て
い
ま
せ
ん
。

　
近
所
で
も
話
題
の
ど
根
性
ト
マ

ト
、
収
穫
が
と
っ
て
も
楽
し
み
で

す
。

　　
六
月
十
八
日
、
町
内
の
全
小
中

高
校
生
に
よ
る
黒
潮
ク
リ
ー
ン
大

作
戦
（
町
内
一
斉
清
掃
）
が
行
わ

れ
、
児
童
生
徒
の
通
学
路
、
町
内

の
駅
や
学
校
周
辺
な
ど
で
、
小
学

生
、
中
学
生
、
高
校
生
が
い
っ
し

ょ
に
清
掃
活
動
を
す
る
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

　
入
野
小
学
校
区
で
行
わ
れ
た
入

野
松
原
や
砂
浜
の
清
掃
で
は
、
入

野
小
学
校
、
大
方
中
学
校
、
大
方

高
校
の
児
童
学
生
や
教
員
が
ゴ
ミ

袋
を
手
に
海
草
や
流
木
を
集
め
ま

し
た
。
「
ゴ
ミ
は
な
か
っ
た
、
藻

ば
っ
か
り
や
っ
た
！
」
日
頃
か
ら

地
域
の
た
く
さ
ん
の
方
に
管
理
さ

れ
、
捨
て
ら
れ
た
ゴ
ミ
の
な
い
砂

浜
に
驚
き
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。

　
磯
の
水
産
動
植
物
の
採
捕
に
つ

い
て
は
、
繁
殖
保
護
を
図
る
た
め

禁
止
期
間
や
体
長
な
ど
の
制
限
、

漁
具
・
漁
法
の
制
限
が
高
知
県
漁

業
調
整
規
則
に
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
に
反
し
て
採
捕
し
た
人
は

高
知
県
漁
業
調
整
規
則
違
反
に
な

り
、
懲
役
や
罰
金
な
ど
の
罰
則
が

適
用
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
違
反
し

て
採
捕
し
た
漁
獲
物
や
、
そ
の
製

品
を
所
持
・
販
売
し
た
場
合
に
も

同
規
則
に
よ
り
罰
則
が
適
用
さ
れ

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
採
捕
期
間
内
で
あ
っ
て
も
漁
業

協
同
組
合
員
以
外
の
方
は
無
断

で
採
捕
で
き
ま
せ
ん
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
総
合
支
所 

産
業
振
興
課 

水
産
振
興
係

　
蕁
４
３
―
１
８
８
８（
直
通
）

　
佐
賀
総
合
支
所 

海
洋
農
林
課 

水
産
商
工
係

　
蕁
５
５
―
３
１
１
５（
直
通
）

名　　　　　　　称 禁 　 止 　 期 　 間
いせえび 5／1～9／15
あわび・とこぶし・あなごう・さざえ 9／1～翌年3／31
てんぐさ類 9／1～翌年2／末日
ふのり 10／1～翌年2／末日
あらめ 10／1～翌年6／30

《体長などの制限》
名　　　　　　　称 大　　　き　　　さ

いせえび 体長13cm以下
あわび 殻長9cm以下
とこぶし・あなごう 殻長 3cm以下

《禁止期間》

　入野小学校児童会では、車イ
スを福祉センターに贈るため、プ
ルタブを収集しています。みな
さんのご協力をおねがいします。

入野小学校　蕁43－1016

入野小学校児童会

プルタブをください！！

7月24日（火）午後7時から
※雨天の場合は
　7月25日（水）

特別養護老人ホーム

シーサイドホーム盆踊り大会シーサイドホーム盆踊り大会シーサイドホーム盆踊り大会
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四
月
二
十
九
日
に
「
第
十
六
回

高
知
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
総
合
交

流
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
黒
潮
町

か
ら
は
陸
上
競
技
の
部
（
春
野
陸

上
競
技
場
）
に
大
方
Ｊ
Ａ
Ｃ
（
ジ

ュ
ニ
ア
・
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
・
ク

ラ
ブ
）
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部
（
土

佐
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
に
佐
賀
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
少
年
団
・
清
流
ジ
ュ

ニ
ア
が
参
加
し
、
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
五
月
十
三
日
に
は
「
第

二
十
三
回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技

交
流
大
会
高
知
県
選
考
会
（
春
野

陸
上
競
技
場
）
」
が
開
催
さ
れ
、

大
方
Ｊ
Ａ
Ｃ
松
本
万
智
さ
ん（
灘
）

が
八
十
誡
ハ
ー
ド
ル
、
中
村
Ｊ
Ａ

Ｃ
山
沖
啓
太
さ
ん（
出
口
）
が
走

り
高
跳
び
で
そ
れ
ぞ
れ
好
成
績
を

収
め
、
全
国
大
会
に
出
場
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

 
各
種
目
の
結
果
は
下
記
の
と
お

り
で
す
。
（
敬
称
省
略
）

第
十
六
回
高
知
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
総
合
交
流
大
会
結
果

陸
上
競
技
の
部

（
五
・
六
年
女
子
）

【
八
十
誡
ハ
ー
ド
ル
・
一
位
】

　
松
本
　
万
智
　
　
　
　

１４
秒

９３

【
八
十
誡
ハ
ー
ド
ル
・
七
位
】

　
桐
田
　
咲
羅
　
　
　
　

１９
秒

２８

【
百
誡
・
六
位
】

　
松
本
　
万
智
　
　
　
　

１５
秒

１１

【
千
誡
・
三
位
】

　
亀
井
　
　
咲
　
　
３
分

４４
秒

０４

【
四
×
百
誡
リ
レ
ー
・
七
位
】

　
Ａ
チ
ー
ム
　
　
　
１
分

０３
秒

５５

　
　
１
走
・
桐
田
　
咲
羅

　
　
２
走
・
酒
井
　
愛
莉

　
　
３
走
・
亀
井
　
　
咲

　
　
４
走
・
松
本
　
万
智

（
五
・
六
年
男
子
）

【
八
十
誡
ハ
ー
ド
ル
・
一
位
】

　
敷
地
　
　
将
　
　
 

　
１９
秒

２５

【
百
誡
・
四
位
】

　
吉
本
　
　
空
　
　
　
　

１５
秒

００

【
千
誡
・
五
位
】

　
濱
田
　
泰
輔
　
　
３
分

４１
秒

９７

【
千
誡
・
六
位
】

　
田
辺
飛
友
賀
 

３
分

４３
秒

９３

【
千
誡
・
七
位
】

　
野
々
下
走
風
 

３
分

４５
秒

８７

【
四
×
百
誡
リ
レ
ー
・
五
位
】

　
Ａ
チ
ー
ム
　
　
　
１
分

０２
秒

２６

　
　
１
走
・
敷
地
　
　
将

　
　
２
走
・
野
々
下
走
風

　
　
３
走
・
濱
田
　
泰
輔

　
　
４
走
・
吉
本
　
　
空

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部

【
惜
し
く
も
予
選
リ
ー
グ
敗
退
】

　
佐
賀
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
少
年
団

　
清
流
ジ
ュ
ニ
ア

第
二
十
三
回

全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会

高
知
県
選
考
会
結
果

（
一
〜
四
年
女
子
）

【
四
×
百
誡
リ
レ
ー
・
七
位
】

　
１
分

１１
秒

０６

　
　
１
走
・
澳
本
み
な
み

　
　
２
走
・
山
本
　
紗
羅

　
　
３
走
・
津
野
　
夢
乃

　
　
４
走
・
小
谷
妃
那
乃

（
一
・
二
年
男
子
）

【
五
十
誡
・
七
位
】

　
山
崎
　
立
士
 
 

　
　
９
秒

３８

（
三
・
四
年
男
子
）

【
百
誡
・
七
位
】

　
斉
藤
　
成
希
　
　
 
 

１６
秒

６４

（
五
・
六
年
女
子
）

【
八
十
誡
ハ
ー
ド
ル
・
一
位
】

　
松
本
　
万
智
　
　
　
　

１５
秒

１３

※
長
居
競
技
場
（
大
阪
）
で
七
月

に
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
出

場
が
決
定
し
ま
し
た
。

【
四
×
百
誡
リ
レ
ー
・
六
位
】

　
Ａ
チ
ー
ム
　
　
　
１
分

０３
秒

３６

　
　
１
走
・
池
田
　
榛
華

　
　
２
走
・
川
村
　
弥
生

　
　
３
走
・
桐
田
　
咲
羅

　
　
４
走
・
松
本
　
万
智

（
五
・
六
年
男
子
）

【
走
り
高
跳
び
・
一
位
】

　
山
沖
　
啓
太
　
　
　
　
１
誡

３０

※
長
居
競
技
場
（
大
阪
）
で
七
月

に
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
出

場
が
決
定
し
ま
し
た
。

【
八
十
誡
ハ
ー
ド
ル
・
八
位
】

　
敷
地
　
　
将
　
　
　
　

１８
秒

２０

【
百
誡
・
四
位
】

　
敷
地
　
　
将
　
　
　
　

１５
秒

２３

【
四
×
百
誡
リ
レ
ー
・
六
位
】

　
Ａ
チ
ー
ム
　
　
　
１
分

０２
秒

５２

　
　
１
走
・
敷
地
　
　
将

　
　
２
走
・
野
々
下
走
風

　
　
３
走
・
濱
田
　
泰
輔

　
　
４
走
・
吉
本
　
　
空

大
方
J
A
C
松
本
万
智
さ
ん（
灘
）・
中
村
J
A
C
山
沖
啓
太
さ
ん（
出
口
）

全
国
大
会
出
場
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

第
十
六
回
高
知
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
総
合
交
流
大
会
 

第
二
十
三
回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会
高
知
県
選
考
会

まちのできごとまちのできごとまちのできごと

ま

ひ
ゅ
うそ

ら

さ

ら

ゆ
め

け
い

た

の

な

ひ

の

が

さ
く

あ
い

り

さ
き

し
ょ
う

そ
ら

た
い
す
け

ら ち

り
ゅ
う
し

み
ず

き

大方JAC松本万智さん

中村JAC山沖啓太さん

や

よ
い

は
る

か
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黒
潮
町
特
産
物
探
訪

黒
潮
町
特
産
物
探
訪

黒
潮
町
特
産
物
探
訪

〜
カ
ツ
オ
編
〜

　
こ
の
コ
ー
ナ

ー
で
は
、
町
内

の
特
産
物
や
、

そ
れ
に
関
る
方

た
ち
を
取
材
し

て
紹
介
し
て
い

ま
す
。

　
今
回
は
、
黒

潮
町
佐
賀
の
漁
師
が
一
本
釣
り
で

獲
っ
た
新
鮮
さ
が
自
慢
の
カ
ツ
オ
。

佐
賀
漁
港
周
辺
で
取
材
し
た
内
容

を
紹
介
し
ま
す
。

●
佐
賀
は
「
カ
ツ
オ
の
ま
ち
」

　
佐
賀
と
い
え
ば
、
昔
な
が
ら
の

漁
師
気
質
を
持
つ
漁
師
た
ち
の
カ

ツ
オ
船
団
が
い
る
町
、
カ
ツ
オ
の

町
と
し
て
有
名
で
す
。

　
毎
年
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て

大
型
船
九
隻
、中
型
船
十
隻
が
次
々

と
佐
賀
港
を
出
港
し
ま
す
。

　
大
型
船
は
、
南
は
フ
ィ
リ
ピ
ン

沖
近
く
、
北
は
北
海
道
や
三
陸
沖

ま
で
な
ぶ
ら
（
カ
ツ
オ
の
群
れ
）

を
追
い
ま
す
。
漁
師
は
地
元
に
帰

っ
て
く
る
十
一
月
、
十
二
月
ま
で

の
間
、
ほ
と
ん
ど
海
の
上
で
過
ご

し
ま
す
。

●
佐
賀
漁
港
市
場

　
近
く
の
漁
場
で
カ
ツ
オ
漁
を
終

え
た
大
型
船
や
中
型
船
、
五
覈
前

後
の
ト
ロ
ー
リ
ン
グ
船
（
引
き
縄

漁
（
地
元
で
は
「
こ
ぎ
」
と
も
い

う
）
を
す
る
船
）
が
佐
賀
漁
港
の

市
場
で
水
揚
げ
を
し
ま
す
。

　
こ
の
日
は
午
後
か
ら
中
亀
丸（
十

九
覈
・
船
主 

浜
中
隆
）
が
佐
賀

沖
の
漁
を
終
え
水
揚
げ
を
す
る
た

め
漁
港
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

 
停
泊
さ
せ
た
船
か
ら
大
量
の
カ

ツ
オ
が
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
に
載
せ

ら
れ
て
揚
が
っ
て
き
ま
す
。
「
す

ご
い
数
で
す
ね
！
」
驚
い
て
い
る

と
、「
ど
の
船
も
、
最
近
は
昔
ほ

ど
漁
は
な
い
で
。
」
と
、
佐
賀
町

漁
協
の
浜
岡
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

　
こ
こ
三
年
く
ら
い
、
以
前
ほ
ど

カ
ツ
オ
が
土
佐
沖
を
通
過
す
る
こ

と
が
少
な
く
な
っ
た
な
ど
の
理
由

で
、
漁
場
が
安
定
せ
ず
漁
が
少
な

い
の
だ
そ
う
で
す
。

　
「
燃
料
の
値
段
も
上
が
っ
て
、

町
内
の
漁
師
は
漁
に
出
た
く
て
も

出
れ
ん
状
態
が
続
き
よ
う
。
」
と
、

厳
し
い
漁
師
の
現
状
を
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　
昔
は
、
佐
賀
だ
け
で
な
く
町
外

か
ら
も
市
場
に
船
が
入
り
、
多
い

と
き
で
一
日
に
五
覈
前
後
の
船
が

百
隻
も
水
揚
げ
を
し
た
こ
と
も
あ

る
そ
う
で
す
。

　
古
く
か
ら
、
伝
え
守
ら
れ
て
き

た
佐
賀
の
自
慢
の
カ
ツ
オ
漁
、
そ

の
貴
重
な
達
人
た
ち
が
、
こ
れ
か

ら
も
ず
っ
と
存
在
し
て
欲
し
い
と

願
う
ば
か
り
で
す
。

●
カ
ツ
オ
の
タ
タ
キ
づ
く
り

　
平
成
十
五
年
か
ら
運
営
が
始
ま

っ
た
「
カ
ツ
オ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
黒
潮
一
番
館
」
。
獲
れ
た
て
の

新
鮮
な
カ
ツ
オ
料
理
を
食
べ
る
こ

と
が
で
き
、
予
約
を
す
れ
ば
地
元

の
漁
師
た
ち
に
タ
タ
キ
づ
く
り
を

教
え
て
も
ら
え
る
体
験
メ
ニ
ュ
ー

が
あ
る
こ
と
で
、
個
人
や
団
体
客

に
人
気
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
五
月
か
ら
八
月
の
カ
レ
ン
ダ
ー

は
、
休
日
を
利
用
し
た
家
族
連
れ

や
修
学
旅
行
の
団
体
な
ど
、
タ
タ

キ
づ
く
り
体
験
の
予
約
で
い
っ
ぱ

い
に
な
り
ま
す
。

　
取
材
の
日
は
、
京
都
か
ら
修
学

旅
行
の
小
学
生
百
七
十
四
人
を
受

け
入
れ
て
い
ま
し
た
。
元
漁
師
が

約
二
十
人
と
漁
協
女
性
部
約
三
十

人
の
ス
タ
ッ
フ
が
そ
れ
ぞ
れ
班
に

分
か
れ
て
、カ
ツ
オ
丸
ご
と
一
本

を
お
ろ
し
て
わ
ら
で
焼
き
、
タ
タ

キ
に
す
る
ま
で
全
て
の
作
業
を
付

き
っ
切
り
で
指
導
し
ま
す
。

　
カ
ツ
オ
の
胸
ビ
レ
か
ら
包
丁
を

入
れ
、
頭
を
外
す
と
「
う
わ
ぁ
〜
。」

「
気
持
ち
悪
い
〜
。
」
と
顔
を
ゆ

が
め
る
子
ど
も
、「
こ
れ
が
胃
袋
、

こ
れ
が
心
臓
、
生
き
物
や
き
、
内

臓
は
魚
も
同
じ
よ
う
に
あ
る
が
で
。」

と
い
う
漁
師
の
話
に
興
味
深
く
耳

を
傾
け
、「
心
臓
小
さ
い
ね
。
」

と
手
に
と
っ
て
観
察
す
る
子
ど
も

た
ち
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
。

　
「
タ
タ
キ
づ
く
り
を
通
し
て
、

食
の
大
切
さ
を
学
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
に
体
験
中
の
ふ
れ
あ
い
の
中

で
伝
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
」
毎

回
受
け
入
れ
前
に
は
、
こ
う
言
っ

て
ス
タ
ッ
フ
み
ん
な
で
意
思
統
一

を
し
ま
す
。
「
ど
ん
な
に
大
勢
の

団
体
客
の
予
約
が
あ
っ
て
も
、
訪

れ
て
く
れ
た
方
み
ん
な
に
、
こ
の

お
い
し
い
佐
賀
の
カ
ツ
オ
を
味
わ

っ
て
欲
し
い
が
よ
。
ほ
ん
や
き
、

飛
び
込
み
で
お
客
さ
ん
が
来
た
り
、

予
約
が
あ
っ
て
も
、
カ
ツ
オ
さ
え

あ
れ
ば
お
断
り
せ
ず
に
受
け
入
れ

ま
す
よ
。
」
と
、
代
表
者
の
明
神

さ
ん
は
言
い
ま
す
。

　
新
鮮
な
カ
ツ
オ
が
食
べ
ら
れ
る
。

タ
タ
キ
づ
く
り
が
体
験
で
き
る
。

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
お
客
さ
ん
と

の
ふ
れ
あ
い
を
大
事
に
し
よ
う
と

い
う
ス
タ
ッ
フ
一
同
の
、
真
心
が

い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
た
「
カ
ツ
オ
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
黒
潮
一
番
館
」

で
し
た
。

水揚げされたカツオは重さで選別されたあと「競り」
にかけられるいました。

「湯かけ最高！何杯でも食べられます。」
と喜んで食べてくれました。

わら焼きに挑戦！！「熱い！」「重い！」
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黒
潮
町
職
員
地
域
担
当
制
が
始
ま
り
ま
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
地
域
づ
く
り
を
、み
ん
な
で
い
っ
し
ょ
に
考
え
ま
し
ょ
う
！

黒
潮
町
総
合
振
興
計
画
策
定
に
係
る

意
向
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す

ヒ
ア
リ
ン
グ
（
聞
き
取
り
調
査
）

を
行
っ
て
い
ま
す

　
六
月
か
ら
、
黒
潮
町
職
員
地
域

担
当
制
の
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

町
内
全
て
の
地
区
（
全
五
十
九
地

区
）
に
、
三
人
か
ら
五
人
の
班
員

で
全
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
配
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
地
域
の
中
に
直
接
職
員
が
入
り
、

自
分
た
ち
の
持
つ
情
報
を
提
供
し

な
が
ら
、
区
長
を
中
心
に
み
な
さ

ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

り
、
い
っ
し
ょ
に
地
域
づ
く
り
を

考
え
、
実
行
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

○
地
域
の
み
な
さ
ん
と
い
っ
し
ょ

に
行
う
こ
と

・
地
域
（
集
落
）
活
動
へ
の
参
加

や
交
流
の
促
進

・
情
報
の
収
集
や
提
供
、
地
域
と

行
政
と
の
連
絡
調
整

・
地
域
課
題
の
発
掘

・
地
域
（
集
落
）
づ
く
り
計
画
策

定
へ
の
支
援

・
そ
の
他
地
域
（
集
落
）
づ
く
り

に
必
要
な
事
項

×
職
務
の
対
象
と
な
ら
な
い
四
つ

の
事
項

・
地
域
内
の
冠
婚
葬
祭
の
手
伝
い

・
自
治
会
事
務
局
や
会
計
な
ど
の

庶
務

・
個
人
的
な
要
望
、
苦
情
な
ど
の

処
理

・
出
役
な
ど
直
接
的
労
働
力
の
提
供

　
黒
潮
町
で
は
、
町
全
体
の
目
標

と
な
る
黒
潮
町
総
合
振
興
計
画
を
、

町
民
と
行
政
の
協
働
で
策
定
す
る

た
め
、
町
内
で
十
八
歳
以
上
の
方

（
対
象
者
千
人
）、
佐
賀
・
大
方
中

学
校
三
年
、
大
方
高
校
全
学
年
の

生
徒
を
対
象
と
し
て
「
黒
潮
町
総

合
振
興
計
画
策
定
に
係
る
意
向
調

査
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
意
向
調
査
は
、
町
内
で
の
生
活

や
生
活
環
境
・
町
政
や
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
選
択
・
記
入
式
で
二

十
項
目
を
回
答
す
る
内
容
で
対
象

者
の
方
へ
は
、
六
月
中
に
地
域
担

当
職
員
が
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
す
で
に
記
入
、
返
送
ま
た
は
持

ち
込
み
し
て
い
た
だ
い
た
み
な
さ

ん
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
調
査
票
の
提
出
は
、
七
月
二
十

四
日
（
火
）
ま
で
で
す
。
提
出
方

法
は
、
同
封
の
返
送
用
封
筒
で
返

送
、
役
場
へ
の
持
ち
込
み
、
期
限

ま
で
に
地
域
担
当
職
員
が
回
収
に

伺
い
ま
す
の
で
、
預
け
て
い
た
だ

く
方
法
の
い
ず
れ
で
も
か
ま
い
ま

せ
ん
。

　
一
人
ひ
と
り
の
回
答
が
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
れ
る
大
切

な
資
料
に
な
り
ま
す
の
で
、
で
き

る
だ
け
多
く
の
方
の
提
出
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　
意
向
調
査
と
あ
わ
せ
て
、
住
ん

で
い
る
地
域
（
集
落
）
の
こ
と
に

つ
い
て
、
地
域
担
当
職
員
が
各
地

域
で
ヒ
ア
リ
ン
グ
（
聞
き
取
り
調

査
）
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

　
住
ん
で
い
る
地
域
で
の
生
活
の

状
況
や
地
域
の
中
に
埋
ま
っ
て
い

　
黒
潮
町
で
は
、
職
員
の
地
域
担
当
制
を
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
「
職
員
地
域
担
当
制
」
と
は
、全
職
員
を
町
内
五
十
九
の
集
落

に
割
り
当
て
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
受
け
持
ち
地
区
で
区
長
さ
ん
は

じ
め
多
く
の
皆
さ
ん
と
接
し
、
地
区
の
将
来
が
ど
う
あ
る
べ
き

か
、
ま
た
ど
う
し
た
ら
地
区
の
自
治
機
能
が
持
続
で
き
る
か
と

い
っ
た
こ
と
を
、
共
に
考
え
て
い
た
だ
き
、「
自
分
た
ち
の
地
域

は
自
分
た
ち
で
」
と
い
う
意
識
を
育
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。
　

　
そ
し
て
、
職
員
に
は
そ
の
よ
う
な
お
手
伝
い
を
し
な
が
ら
、そ

れ
ぞ
れ
の
地
区
の
皆
さ
ん
が
、ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
ど
の
よ
う

な
生
活
を
し
、
何
を
願
っ
て
い
る
の
か
な
ど
を
肌
で
感
じ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、「
意
識
改
革
」
に
つ
な
げ
て
い
く
取
り
組
み
で
す
。

　
少
子
高
齢
化
や
若
者
の
流
出
に
よ
っ
て
、
特
に
中
山
間
の
集

落
な
ど
で
は
過
疎
化
が
進
行
し
、
六
十
五
歳
以
上
の
人
口
比
率

が
５０
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
、
い
わ
ゆ
る
「
限
界
集
落
」
化
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
地
方
自
治
体
の
財
政
事
情
も
ま
す
ま
す

厳
し
さ
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
、い
く
ら
か
余
裕
の
あ
る
う
ち
に
、

行
政
と
住
民
の
皆
さ
ん
と
の
信
頼
関
係
を
築
き
、
真
の
意
味
で

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
な
環
境
を
、
つ
く
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

黒
潮
町
長 

下
村
　
正
直

黒
潮
町
職
員
地
域
担
当
制
の

　
　
　
　
　
開
始
に
あ
た
っ
て

黒
潮
町
職
員
地
域
担
当
制
の

　
　
　
　
　
開
始
に
あ
た
っ
て

黒
潮
町
職
員
地
域
担
当
制
の

　
　
　
　
　
開
始
に
あ
た
っ
て
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る
魅
力
、
町
政
に
つ
い
て
み
な
さ

ん
が
感
じ
る
こ
と
や
意
見
や
提
案

な
ど
を
聞
き
取
り
さ
せ
て
く
だ
さ

い
。

　
「
黒
潮
町
総
合
振
興
計
画
」
策

定
の
た
め
、
町
政
に
関
す
る
ご
意

見
や
ご
要
望
、
ご
提
案
な
ど
を
町

内
に
限
ら
ず
広
範
囲
に
わ
た
っ
て

募
集
し
、
計
画
づ
く
り
に
反
映
さ

せ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

募
集
内
容

　
次
の
町
政
に
関
す
る
テ
ー
マ
の

中
で
意
見
や
要
望
、
提
案
な
ど

１
、
教
育
・
文
化
に
関
す
る
こ
と

２
、
生
活
環
境
に
関
す
る
こ
と

３
、
保
健
・
福
祉
・
医
療
に
関
す

る
こ
と

４
、
産
業
振
興
に
関
す
る
こ
と

５
、
そ
の
他

＊
募
集
の
締
切
り
は
十
月
三
十
一

日（
水
）
必
着
で
す
。

＊
ご
意
見
・
ご
要
望
・
ご
提
案
を

提
出
の
際
の
あ
な
た
の
住
所
や

氏
名
の
記
入
は
任
意
で
す
。
匿

名
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

＊
い
た
だ
い
た
情
報
は
、
黒
潮
町

総
合
振
興
計
画
以
外
の
目
的
に

は
使
用
し
ま
せ
ん
。

提
出
方
法

・
郵
送
の
場
合

　
本
庁
総
務
課 

企
画
振
興
係

　
〒
７
８
９
―
１
９
９
２

　
黒
潮
町
入
野
２
０
１
９
―
１

・
持
ち
込
み
の
場
合

本
庁
総
務
課 

企
画
振
興
係
（
大

方
庁
舎
内
）
ま
た
は
佐
賀
総
合

支
所
総
務
課 

総
務
係（
佐
賀
庁

舎
内
）

・
メ
ー
ル
の
場
合

　som
u@

tow
n.kuroshio.lg.jp

※
黒
潮
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

に
も
「
黒
潮
町
総
合
振
興
計
画

に
つ
い
て
の
ご
意
見
募
集
」
コ

ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　http://w
w

w
.tow

n.kuroshio.lg.jp

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

総
務
課 

企
画
振
興
係

　
蕁
４
３
―
２
１
１
２（
直
通
）

あ
な
た
の
ご
意
見
・
ご
要
望
・

ご
提
案
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

黒潮町職員地域担当　各地区配置一覧
地　区　名 担　当　職　員
鈴 吉門賢一・村越淳・福永晶子
市野瀬 山下美枝子・畠中哲司・武政妙
佐賀橘川 野坂幹生・松岡由希子・山崎恵美子
拳ノ川・拳ノ川団地 武政登・宮地美・中川めぐみ・川西菊美
荷稲 村越豊年・今西みさ子・谷純大
川奥 浜田啓・西村康浩・藤本英
小黒ノ川 石川八代威・宮川智明・森義胤
中ノ川 森下昌三・吉本雅彦・福岡和加
不破原 松本輝雄・秋森弘伸・澳本早紀
市野々川・市野々川団地 尾崎憲二・都築久延・酒井真哉
伊與喜 松田和年・下元美穂・今城亮・渡辺紀美子
熊井 野村良彦・門田政史・宮地洋
藤縄 宮地昭雄・坂口郁代・谷千恵子・柿本一成
熊野浦 植田壮・米津純隆・文野三知代
上分 野並誠路・河内恵美・山沖慎吾・江口千寿
坂折 宮川茂俊・吉門佐紀・畝崎優子・河野佐代
馬地 松本敏郎・浜田美早・谷茜
下分 今西文明・藤本浩之・柿内靖・石井一代
町分 武政芳香・高島くるみ・山闢裕也・福本知代
大和田 千谷和人・小橋智恵美・武政志保・北尾美穂
浜町 松本幸子・土居雄人・宮上昌人・松田佳奈子・野並志緒
明神 山本勝也・山沖安子・東智美・佐野久美
会所 森田貞男・藤本須賀・森百香・広川千恵
横浜 今西志保・松田春喜・松井正明・豊永恵・金子祥子
白濱 宗崎小代・岡本浩・金子仁美
灘 植田美智子・塚地直人・吉本栄子
伊田浦 藤本岩義・宮川由紀子・武政早智子・神野久枝・畠中陽子
伊田郷 坂本勝・徳広誠司・藤本心・野並香代
有井川 谷口明男・大西貴史・清藤千砂・松岡あさみ
上川口浦 松田博和・小橋賢二・伊賀未来・桜木玲子

地　区　名 担　当　職　員
上川口郷 酒井益利・友永公生・吉門くるみ・松本加恵
王迎 宮川由記・川村雅志・二宮美幸
王無 浜田久美子・松本広一・奥谷佐恵
蜷川 中島一郎・河村美智子・森美幸・矢野恵美子・永野由美
浮津 米津芳喜・今西和彦・大塚智絵里・宮川志津香
鞭 金子富太・岡崎裕至・柿内愛・宮川春恵・田辺真実
口湊川 矢野健康・渡辺健心・森田愛
奥湊川 山崎正男・小谷秀樹・稲田くみ・坂元多加
小川 浜田正司・大崎美砂・岡崎ひとみ
田村 山本美栄・渡辺りか・宮地伸弥・浜田素子
加持本村 曽根省子・森近正道・明神みや
本谷 弘田一男・国友広和・伊尾木祥子
大屋式 野並純・河村孝宏・明神妙子
大井川 斉藤長久・矢野清次・二宮美和
早咲 吉尾こずえ・村越多代・和田祐樹・宮川由美・西内美砂
浜の宮 田中由寿美・村越志麻・都築義仁・植田節美
町 倉橋正・佐田由紀恵・渡辺大和
万行 川村一秋・宮地丈夫・浜岡えつこ・桑原富美・深木俊行
入野本村 西村美代・佐田幸・井上裕・渡辺利恵・倉橋直美
錦野 小橋和彦・荒尾友子・松田大助・松下貴代・橋田玲子
芝 大塚一福・森綾・竹本真理・山本奈夕美
馬荷 松田二・宮地敏行・秋田真・浜岡幸子
大方橘川 山下岩吾・伊与木秀人・宮地知佐
御坊畑 浜田仁司・森田美永子・門脇由起
上田の口 田中稲子・野村敬子・國見和志・弘田田鶴
緑野 松下敏喜・野村章子・野村晃稚・矢野香澄
下田の口 畦地和也・青木浩明・沢原浩二・西村真知・徳広美希
田野浦 徳広幸雄・小松かよ・周治正崇・野村朝子・須本光恵
出口 金子貴博・古津利幸・浜口無双・明神美寿・山本香織
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未
　
　
　
　
　
納

若
年
者
納
付
猶
予

全

額

免

除

四
　

分
　

の
　

一
　

納
　

付

二
　

分
　

の
　

一
　

納
　

付

四
　

分
　

の
　

三
　

納
　

付

保
険
料
納
付

年
金
額
に
反
映
さ
れ
ま
せ
ん

受
給
資
格
に
算
入
さ
れ
ま
せ
ん

六
分
の
二

六
分
の
三

六
分
の
四

六
分
の
五

全
　
　
　
　
　
額

年
　
　
金
　
　
額

年
金
額
に
反
映
さ
れ
ま
せ
ん

年金受給資格期間に算入されます

【
ね
ん
き
ん
相
談
】

 
七
月
十
九
日（
木
）
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
　

　
場
所
／
総
合
セ
ン
タ
ー
第
一
研
修
室
（
役
場
佐
賀
庁
舎
前
）

国
民
年
金
保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
い

そ
ん
な
時
は
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
い

そ
ん
な
時
は
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
い

そ
ん
な
時
は
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

―国民年金―
　
経
済
的
に
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
方
で
、
本
人
・
配
偶
者
・
世

帯
主
の
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
に
、
申
請
に
よ
り
保
険

料
が
免
除
さ
れ
る
制
度
で
す
。
　

　
こ
の
申
請
免
除
制
度
に
は
、
保

険
料
の
全
額
が
免
除
さ
れ
る
「
全

額
免
除
」
と
、
保
険
料
の
一
部
を

納
付
す
る
「
一
部
納
付
（
一
部
免

除
）
」
制
度
が
あ
り
ま
す
。

【
一
部
納
付（
一
部
免
除
）制
度
】

　
保
険
料
の
一
部
を
納
付
す
る
こ

と
で
、
残
り
の
保
険
料
の
納
付
が

免
除
と
な
る
制
度
で
す
が
、
承
認

を
受
け
て
も
、
一
部
保
険
料
を
納

付
し
な
か
っ
た
場
合
は
、
未
納
と

同
じ
に
な
り
ま
す
の
で
、
将
来
の

年
金
額
に
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
未
納
の
場
合
、
障
害
や

死
亡
と
言
っ
た
不
慮
の
事
態
が
生

じ
た
と
き
に
、
年
金
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◇
一
部
納
付
は
三
種
類
で
す
。

・
四
分
の
一
納
付

　
保
険
料
 

三
千
五
百
三
十
円

・
二
分
の
一
納
付

　
保
険
料
　
七
千
五
十
円

・
四
分
の
三
納
付

　
保
険
料
　
一
万
五
百
八
十
円

　
他
の
年
齢
層
に
比
べ
て
所
得
が

少
な
い
若
年
層
（
二
十
歳
代
）
の

方
は
、
申
請
す
れ
ば
、
本
人
お
よ

び
配
偶
者
の
前
年
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
に
、
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
保
険
料
の
後
払
い

が
で
き
る
制
度
で
す
。

●
申
請
お
よ
び
承
認
期
間
 

　
承
認
期
間
は
、
七
月
か
ら
翌
年

六
月
ま
で
で
す
。

　
現
在
免
除
な
ど
の
承
認
を
受
け

て
い
る
方
が
、
引
き
続
き
申
請
を

さ
れ
る
場
合
は
、
で
き
る
限
り
七

月
に
申
請
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　
不
慮
の
事
故
や
病
気
が
発
生
し

て
か
ら
申
請
を
行
っ
て
も
、
障
害

や
遺
族
と
い
っ
た
年
金
の
受
給
資

格
要
件
に
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
特
例
免
除
は
、
申
請
す
る

年
度
ま
た
は
前
年
度
に
お
い
て
退

職
（
失
業
）
の
事
実
が
あ
る
場
合

に
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
申
請
を
行
う
場
合
は
、
雇
用
保

険
受
給
者
証
、
雇
用
保
険
被
保
険

者
離
職
票
な
ど
の
写
し
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

　
全
額
免
除
や
納
付
猶
予
の
承
認

を
受
け
た
期
間
は
、
年
金
の
受
給

資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給

す
る
時
は
、
図
の
と
お
り
計
算
さ

れ
ま
す
。

　
な
お
、
十
年
以
内
で
あ
れ
ば
追

納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

年
金
額
を
満
額
に
近
づ
け
る
た
め

に
も
、
余
裕
が
で
き
た
と
き
に
追

納
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す

（
三
年
度
目
以
降
に
保
険
料
を
追

納
す
る
場
合
は
、
当
時
の
保
険
料

に
一
定
の
加
算
額
が
か
か
り
ま
す
）。

　
申
請
手
続
き
は
、
役
場
の
国
民

年
金
担
当
窓
口
で
受
け
付
け
し
て

い
ま
す
。

　
学
生
の
方
に
は
「
学
生
納
付
特

例
制
度
」（
今
年
度
か
ら
在
学
予

定
期
間
の
記
入
が
必
要
に
な
り
ま

し
た
）
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ
・
申
請
窓
口

　
大
方
総
合
支
所 

住
民
課 

住
基
戸
籍
係

　
蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

　
佐
賀
総
合
支
所 

総
務
課 

住
基
戸
籍
係

　
蕁
５
５
―
３
７
０
１（
直
通
）

休
日
・
時
間
外
の
年
金
相
談
の
お

知
ら
せ
（
七
月
）

場
所
 

　
高
知
社
会
保
険
事
務
局 

幡
多
事
務
所

・
七
月
九
日
（
第
二
月
曜
日
）

　
午
後
七
時
ま
で
時
間
延
長

・
七
月
十
四
日
（
第
二
土
曜
日
）

　
午
前
九
時
半
か
ら
午
後
四
時
ま
で

○
お
問
い
合
わ
せ

　
高
知
社
会
保
険
事
務
局 

幡
多
事
務
所

蕁
３
４
―
１
６
１
６

申
請
免
除
制
度

若
年
者
納
付
猶
予
制
度

退
職
（
失
業
）に
よ
る
特
例
免
除

全
額
免
除
や
納
付
猶
予
の
承
認

を
受
け
た
期
間
は
…
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一般国道56号大方改良事業
早期着工を！

 
こ
の
一
般
国
道

５６
号
改
良
事
業

も
平
成
十
一
年
度
に
事
業
認
可
に

な
り
事
業
に
着
手
し
て
か
ら
、
は

や
八
年
に
な
り
ま
す
。

　
現
在
、
事
業
を
推
進
し
て
い
ま

す
が
、
工
事
の
着
工
に
は
至
っ
て

い
ま
せ
ん
。

　
こ
の
状
況
を
打
開
し
早
期
着
工

の
実
現
を
目
指
し
て
、
昨
年
末
、

黒
潮
町
議
会
が
「
一
般
国
道

５６
号

大
方
改
良
調
査
特
別
委
員
会
」
を

設
置
し
、
議
会
・
町
挙
げ
て
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
議
会
の
委
員
会
で
は
、
各
関
係

地
区
、
町
関
係
者
お
よ
び
国
土
交

通
省
の
意
見
聴
取
な
ど
を
行
い
、

結
論
な
ら
び
に
提
言
を
町
に
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
町
と
し
て
、
こ
の
提
言
を
踏
ま

え
、
こ
の
国
道
を
利
用
し
て
い
る

方
々
の
安
全
を
確
保
し
、
将
来
の

大
方
地
区
中
心
部
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
に
も
、
一
日
も
早

い
着
工
を
国
土
交
通
省
に
強
く
要

望
し
て
い
く
た
め
に
、
関
係
者
の

皆
さ
ん
か
ら
要
望
書
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　
お
か
げ
さ
ま
で
六
月
十
五
日
現

在
、
二
二
〇
人
中
、
一
九
二
人
（
買

収
済
み
九
人
含
む
）（

８７
・

２７
％
）

の
賛
同
を
得
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
こ
の
こ
と
を
基
に
、
国
土

交
通
省
に
強
く
要
望
し
、
町
を
挙

げ
て
協
力
、
推
進
を
し
て
い
き
ま

す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
総
合
支
所 

ま
ち
づ
く
り
課 

国
道
改
良
対
策
係

　
担
当
（
松
田
・
野
並
・
和
田
）

　
蕁
４
３
―
２
１
１
５（
直
通
）

現国道 8.10

6.20

3.10 3.10

0.85 1.05

計画道路

車
道

車
道

19.00

7.00

3.501.50
3.00

1.50
3.00

3.50

1.504.50 4.501.50

車
道

植
樹
帯

植
樹
帯

自
転
車
・

歩
行
者

自
転
車
・

歩
行
者

車
道
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備
え
て
安
心

備
え
て
安
心

備
え
て
安
心

備
え
て
安
心

備
え
て
安
心
13

〜
南
海
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る

　
　
　
　 

災
害
へ
の
備
え
〜

〜
南
海
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る

　
　
　
　 

災
害
へ
の
備
え
〜

高知県「南海地震条例」骨子案説明会が開催されます

●このページの記事に関するお問い合わせ、南海地震の体験談のご連絡は、以下にお願いします。
　【本庁】総務課　消防防災係　蕁43－2112（直通）　　 【佐賀総合支所】総務課　総務係　蕁55－3113（直通）

　
高
知
県
は
平
成
二
十
年
度

末
ま
で
に
、
南
海
地
震
津
波

に
よ
り
浸
水
の
お
そ
れ
の
あ

る
地
域
ご
と
の
津
波
避
難
計

画
を
作
成
す
る
と
い
う
目
標

を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
町
と
し
て
も
こ
の
目
標
に

沿
い
、
町
内
で
津
波
浸
水
の

危
険
の
あ
る
地
域
の
避
難
計

画
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、五

月
十
九
日
（
大
方
地
域
対
象

三
十
五
名
参
加
）
と
、
五
月

二
十
日
（
佐
賀
地
域
対
象
三

十
一
名
参
加
）
の
両
日
、
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

 　
研
修
会
の
冒
頭
で
、
津
波

避
難
計
画
づ
く
り
の
必
要
性

を
確
認
し
た
後
、
図
面
を
利

用
し
て
津
波
災
害
に
対
す
る

図
上
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
際
、
予
想
さ
れ
る
津

波
か
ら
「
ち
ゃ
ん
と
逃
げ
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
？
」
を
、

時
間
を
計
っ
て
み
る
な
ど
の

検
証
作
業
も
行
な
い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
津
波
避
難
に
関

し
て
問
題
に
な
る
こ
と
、
そ

の
課
題
に
対
し
て
ど
の
よ
う

な
対
策
を
し
て
い
け
ば
い
い

の
か
、
そ
れ
は
誰
が
す
る
こ

と
な
の
か
な
ど
の
解
決
案
を

出
し
合
い
ま
し
た
。

　
今
後
は
こ
の
よ
う
な
手
法

を
取
り
入
れ
て
、
地
域
の
課

題
を
整
理
し
な
が
ら
「
わ
が

ま
ち
の
避
難
計
画
づ
く
り
」
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
）
※
を
二
台
購
入
し
、以

下
の
場
所
に
設
置
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・
佐
賀
庁
舎
＝
玄
関
入
っ
て

右
側
の
壁
（
健
康
福
祉
課

前
窓
側
）

・
大
方
庁
舎
＝
玄
関
入
っ
て

正
面
左
側
の
柱
（
国
保
係

付
近
）

　
ま
た
、
大
方
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
よ
り
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
一
台
）

の
寄
贈
を
受
け
ま
し
た
の
で
、

黒
潮
消
防
署
に
設
置
し
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
町
内
の
設

置
場
所
（
公
的
施
設
の
み
）は

以
下
の
六
カ
所
に
な
り
ま
す
。

・
黒
潮
消
防
署

・
佐
賀
庁
舎

・
大
方
庁
舎
 

・
幡
多
青
少
年
の
家（
県
有
施
設
）

・
大
方
高
校
（
県
有
施
設
）

・
土
佐
西
南
大
規
模
公
園
体
育
館（
県
有
施
設
）

※
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
）と
は
…

　
突
然
心
停
止
状
態
に
な
っ
た

と
き
、心
臓
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を

与
え
て
、正
常
な
状
態
に
戻
す

医
療
機
器
で
、一
般
の
方
も
使
用

で
き
る
も
の
で
す
。

津
波
避
難
計
画
づ
く
り
に
向
け
た

自
主
防
災
組
織
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

を
行
な
い
ま
し
た

A
E
D
を
設
置
し
ま
し
た

図面上での避難訓練の様子

課題や解決案を整理中

佐賀庁舎のAED収納箱

大方ライオンズクラブ結成40周年記念
式典で目録を授与される下村町長

大方庁舎のAED収納箱

箱の中にはこの
ような機器が入
っています。

　この条例は、南海地震による災害から、県民の生命、身体、財産を守ることを目的とし、震災
に強い地域社会の実現を目指して、高知県が作成しているものです。
　これまでに行なった検討会や県内各地で学習会の内容を反映させた条例の骨子案ができたので、
県内各地で説明会を実施することになりました。黒潮町では、以下の日程で実施されます。参加
者に制限はありませんので、ぜひご参加ください。

主催／高知県総務部地震・防災課　　　場所／ふるさと総合センター（黒潮町入野）
日程／7月7日貍午後1時から3時まで
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到
達
度
把
握
検
査
（
C
R
T
）

に
お
け
る
学
力
の
定
着
状
況

教
育
委
員
会
だ
よ
り

教
育
委
員
会
だ
よ
り

　
黒
潮
町
で
は
、
「
た
く
ま
し
く

心
豊
か
な
人
づ
く
り
」
を
教
育
行

政
の
基
本
と
し
、
子
ど
も
た
ち
の

基
礎
学
力
の
定
着
と
学
力
の
向
上

を
具
体
的
施
策
に
掲
げ
、
学
校
教

育
の
充
実
に
向
け
て
取
り
組
み
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
具
体
的
施
策
の
達
成
に
向

け
て
、
子
ど
も
た
ち
の
学
習
の
定

着
状
況
を
把
握
し
、
一
人
ひ
と
り

に
応
じ
た
指
導
を
行
い
、
学
習
内

容
の
確
実
な
定
着
が
図
ら
れ
る
よ

う
、
全
小
中
学
校
で
Ｃ
Ｒ
Ｔ
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
末
（
平

成
十
九
年
一
、
二
月
）
に
実
施
し

た
、
平
成
十
八
年
度
の
集
計
結
果

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

到
達
度
把
握
検
査（
C
R
T
）集
計

　
下
の
グ
ラ
フ
は
、
Ｃ
Ｒ
Ｔ
の
集

計
結
果
に
つ
い
て
全
国
得
点
率
を

「
一
」
と
し
た
得
点
率
指
数
で
示

し
た
も
の
で
す
。

　
全
体
的
な
傾
向
と
し
て
、
国
語

科
、
算
数
・
数
学
科
と
も
に
小
学

校
段
階
に
お
い
て
は
、
全
国
と
同

等
か
そ
れ
以
上
の
状
況
で
あ
り
、

概
ね
基
礎
的
な
学
習
内
容
の
定
着

が
図
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
各
学
校
で
、
時
間
割
の
中
に
読

書
の
時
間
、
計
算
・
漢
字
な
ど
、

基
礎
的
・
基
本
的
な
内
容
に
つ
い

て
学
習
す
る
時
間
を
設
け
、
学
校

全
体
で
取
り
組
ん
だ
り
、
複
数
の

教
員
が
指
導
に
当
た
る
テ
ィ
ー
ム
・

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
指
導
や
、
少
人
数

指
導
に
取
り
組
む
な
ど
指
導
方
法

や
指
導
体
制
の
工
夫
を
し
、
一
人

ひ
と
り
の
学
習
状
況
に
応
じ
た
指

導
が
な
さ
れ
て
き
た
成
果
が
現
れ

て
き
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　
一
方
、
学
習
内
容
が
広
が
り
深

ま
っ
て
く
る
小
学
校
中
学
年
（
三
・

四
年
生
）
く
ら
い
か
ら
、
子
ど
も

た
ち
の
学
習
内
容
の
定
着
に
差
が

現
れ
は
じ
め
、
上
級
に
な
る
ほ
ど

そ
の
差
が
広
が
っ
て
い
く
傾
向
が

見
ら
れ
ま
す
。

　
中
学
校
に
お
い
て
は
全
国
を
下

回
る
状
況
が
見
ら
れ
、
小
学
校
段

階
か
ら
中
学
校
段
階
へ
の
よ
り
ス

ム
ー
ズ
な
接
続
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
知
識
・
理
解
の
観
点
や

基
礎
的
な
計
算
や
漢
字
を
読
ん
だ

り
書
い
た
り
す
る
こ
と
に
比
べ
て
、

思
考
力
や
表
現
力
、
読
解
力
の
面

で
課
題
も
見
ら
れ
ま
す
。

　
各
学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に

身
に
付
け
た
い
力
を
明
ら
か
に
し
、

校
内
研
修
に
お
い
て
講
師
を
招
い

て
授
業
を
見
て
も
ら
う
な
ど
、
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
わ
か
る
楽
し

い
授
業
を
目
指
し
、
授
業
改
善
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者

の
方
々
、
地
域
の
方
々
に
学
校
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
お
願
い
し
、
学
校
運
営
の
改

善
に
生
か
し
、
保
護
者
や
地
域
の

方
々
と
連
携
し
た
取
り
組
み
も
な

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
実

践
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、

毎
日
の
授
業
や
学
校
生
活
が
、
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
楽
し
い
も
の

と
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
と
し
て
も
、
町
全

体
で
子
ど
も
た
ち
に
基
礎
的
・
基

本
的
な
内
容
が
確
実
に
身
に
付
け

ら
れ
る
よ
う
、
小
学
校
間
の
連
携

や
小
学
校
と
中
学
校
の
連
携
強
化

に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
各
ご
家
庭
に
お
か
れ
ま

し
て
も
、
家
庭
学
習
や
基
本
的
生

活
習
慣
の
定
着
に
向
け
て
ご
協
力

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
手
を
携

え
、
子
ど
も
た
ち
に
か
か
わ
っ
て

い
く
こ
と
で
、
確
か
な
学
力
と
豊

か
な
人
間
性
を
育
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
各
学
校
の
学
力
の
定
着
状
況
や

具
体
的
な
取
組
に
つ
い
て
は
、
次

回
か
ら
の
広
報
で
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

※
上
の
グ
ラ
フ
の
学
年
は
、
平
成

十
八
年
度
の
学
年
で
す
。

※
全
国
と
同
等
の
定
着
状
況
で
あ

れ
ば
、
得
点
率
指
数
は
「
一
・

〇
〇
」
と
な
り
ま
す
。

　
　

到
達
度
把
握
検
査（
C
R
T
）と
は

　
子
ど
も
た
ち
が
学
習
の
内
容
を

ど
れ
だ
け
理
解
し
て
い
る
か
、
学

ん
だ
こ
と
が
ど
れ
だ
け
身
に
つ
い

て
い
る
か
を
測
り
、
学
習
内
容
の

定
着
に
役
立
て
る
検
査
で
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会

　
蕁
４
３
―
１
０
５
９（
直
通
）

1.05 1.04 1.04 1.00 1.01 1.02 0.95
0.90

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３

1.05 1.06 1.02 1.05
0.98

0.79

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３

0.93

0.90

1.09 1.10

0.93

0.90

1.09 1.10

国語科 得点率指数

算数・数学科 得点率指数



澂広報くろしお  №16　2007（平成19）年7月号

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
七
月
中
旬
か
ら
八
月
中
旬
ま
で
の
健
康
に
関
す
る
行
事
予
定
を
表
示
し
て
い
ま
す
。

行
事
予
定
は
変
更
と
な
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

7月　日（曜日） 内　　　容 実施場所 実施時間

健 　 康 　 相 　 談 新町集会所 10：00～11：00

乳　が　ん　検　診
18日（水） 加持ふれあいセンター 9：00～11：00

蜷川健康支援センター 13：30～15：30

楽
し
い
毎
日
は
、心
と
か
ら
だ
の
健
康
か
ら
始
ま
り
ま
す

※当直医は、変更になる場合がありますので、あらかじめ確認してから受診してください。

注）表中の※印は、受付時間となります。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
課
　

保
健
衛
生
係

　【
大
方
総
合
支
所
】
蕁
4
3
―
2
8
3
6（
直
通
）

　【
佐
賀
総
合
支
所
】
蕁
5
5
―
7
3
7
3（
直
通
）

7月　日（曜日） 内　　　容 実施場所 実施時間

乳 　 児 　 健 　 診18日（水） デイサービスセンターこぶし 13：30～16：00

鈴ミニデイサービス25日（水） 鈴漁民センター 10：00～15：00

３世代ふれあい健診
02日（木）

総合センター
9：00～11：00

03日（金） 13：30～15：00

健 　 康 　 相 　 談07日（火） 市野瀬集会所 13：30～14：30

当直医療機関一覧表
月 日 摘　　　要 四万十市（内科） 四万十市（外科） 宿　毛　市

7月

18日 第2日曜日 吉井病院
蕁34－5005

吉井病院
蕁34－5005

大井田病院
蕁0880－63－2101

15日 第3日曜日 四万十市民病院
蕁34－2126

四万十市民病院
蕁34－2126

田村内科クリニック
蕁0880－63－1668

16日 海　の　日 さくらクリニック
蕁35－2555

さくらクリニック
蕁35－2555

幡多けんみん病院
蕁0880－66－2222

22日 第4日曜日 松本病院
蕁35－3054

正木整形外科
蕁34－5252

聖ヶ丘病院
蕁0880－63－2146

29日 第5日曜日 中村クリニック
蕁34－5100

佐々木整形外科
蕁34－7177

沢田病院
蕁0880－63－2304

8月　日（曜日） 内　　　容 実施場所  実施時間

30日（月）

３世代ふれあい健診

デイサービスセンターこぶし
9：00～11：00

13：30～15：00

31日（火） 総合センター
9：00～11：00

13：30～15：00

31日（火） 保健福祉センター 9：00～12：30

胃　が　ん　検　診
27日（金）

加持ふれあいセンター ※8：00～09：00

愛 　 育 　 相 　 談 浜松保育所 9：30～10：30

愛 　 育 　 相 　 談
10日（金）

保健福祉センター 10：00～11：30

健 　 康 　 相 　 談 上田の口集会所 13：30～14：30

献　　　　　　　血
30日（月）

大方漁協　田野浦支所 12：30～13：30

サンシャインポピー　北側駐車場 14：15～17：00

02日（木） 子　宮　が　ん　検　診 保健福祉センター
※9：30～10：30

※13：30～14：30

8月　日（曜日） 内　　　容 実施場所  実施時間

健 　 康 　 相 　 談
06日（月） 有井川集会所 9：30～10：30

09日（木） 浮津集会所 9：30～10：30

健 　 康 　 相 　 談 錦野集会所 10：00～11：00

19日（木）
胃　が　ん　検　診

20日（金）
有井川集会所 ※8：00～09：00

乳 　 児 　 健 　 診
23日（月）

保健福祉センター ※13：00～13：30

健 　 康 　 相 　 談 芝集会所 10：00～11：00

乳　が　ん　検　診25日（水） 旧・東部保育所
9：00～11：00

13：30～15：30

大
方
地
域

佐
賀
地
域
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今
回
は
基
本
健
診
（
循
環
器
健

診
）
の
「
血
圧
検
査
」
に
つ
い
て

お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

■
「
血
圧
」
と
は
、
血
液
が
血
管

壁
を
押
す
力
！

　
心
臓
は
ポ
ン
プ
の
よ
う
に
血
液

に
圧
力
を
か
け
、
血
管
へ
送
り
出

し
ま
す
。

　
血
液
は
ま
ず
、
動
脈
を
通
っ
て

全
身
の
細
胞
に
酸
素
や
栄
養
分
を

運
び
ま
す
。

　
次
に
、
静
脈
を
通
っ
て
老
廃
物

な
ど
を
回
収
す
る
役
割
を
担
い
、

再
び
心
臓
に
戻
っ
て
き
ま
す
。

　
こ
う
し
た
心
臓
に
よ
る
血
液
循

環
で
、
人
間
の
生
命
は
維
持
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
「
血
圧
」
と
は
、
こ
の
際
の
血

液
の
圧
力
に
よ
っ
て
血
管
壁
が
押

さ
れ
る
力
の
こ
と
で
、
心
臓
か
ら

送
り
出
さ
れ
る
血
液
の
量
（
心
拍

出
量
）
と
、
血
管
の
硬
さ
（
血
管

抵
抗
）
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。

　
心
拍
出
量
が
大
き
く
な
れ
ば
血

圧
は
上
が
り
、
血
管
抵
抗
が
小
さ

く
な
れ
ば
、
血
圧
は
下
が
る
と
い

う
関
係
に
あ
り
ま
す
。

■
上
と
下
、
血
圧
を
示
す
ふ
た
つ

の
数
字
の
意
味
は
？

　
血
圧
を
測
定
す
る
際
に
は
、
ふ

た
つ
の
値
が
記
録
さ
れ
ま
す
。

　
い
わ
ゆ
る
「
上
」
は
最
大
血
圧

（
収
縮
期
血
圧
）、「
下
」
は
最
小

血
圧
（
拡
張
期
血
圧
）
と
い
い
ま

す
。

　
心
臓
が
縮
ん
だ
と
き
に
、
血
液

が
送
り
出
さ
れ
、
血
管
に
高
い
圧

力
が
か
か
り
ま
す
。
こ
れ
が
最
大

血
圧
で
す
。

　
逆
に
、
血
液
を
送
り
出
し
た
心

臓
は
、
拡
張
し
て
肺
な
ど
か
ら
血

液
を
吸
い
込
み
ま
す
。
こ
の
と
き

に
血
圧
は
最
も
低
く
な
り
、
こ
れ

を
最
小
血
圧
と
い
い
ま
す
。

■
「
外
来
血
圧
」
と
「
家
庭
血
圧
」

　
よ
く
、「
病
院
で
測
っ
た
と
き

と
家
で
測
っ
た
と
き
の
値
が
違
う
。」

と
言
わ
れ
る
方
が
多
い
で
す
が
、

高
血
圧
の
方
に
限
ら
ず
一
般
の
人

で
も
、
病
院
で
測
る
と
家
庭
よ
り

も
高
い
数
値
が
出
る
こ
と
が
わ
か

っ
て
い
ま
す
。

　
家
庭
で
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
測

定
で
き
ま
す
が
、
病
院
で
は
緊
張

や
、
通
院
に
お
け
る
運
動
が
影
響

し
た
り
し
て
、
血
圧
値
が
上
が
っ

て
し
ま
う
よ
う
で
す
。

　
病
院
で
測
定
し
た
血
圧
は
「
外

来
血
圧
」
と
呼
ば
れ
、
家
庭
で
測

る
「
家
庭
血
圧
」
に
比
べ
る
と
、

最
大
血
圧
で
二
十
か
ら
三
十
、
最

小
血
圧
で
十
も
高
く
な
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

　
基
準
値
を
上
回
る
血
圧
が
継
続

し
て
い
る
状
態
を
、
高
血
圧
と
い

い
ま
す
。

　
高
血
圧
は
、
は
じ
め
は
自
覚
症

状
が
な
い
た
め
、
放
置
し
て
し
ま

う
人
が
多
い
の
で
す
が
、
自
覚
症

状
が
出
た
と
き
に
は
、
す
で
に
生

死
に
関
わ
る
病
気
が
進
行
し
て
い

た
と
い
う
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
怖
さ
か
ら
、
高
血
圧

は
サ
イ
レ
ン
ト
キ
ラ
ー
（
沈
黙
の

殺
人
者
）
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

■
自
分
の
血
圧
を
知
ろ
う
！

　
血
圧
管
理
の
第
一
歩
は
、
正
し

い
血
圧
測
定
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

①
体
の
力
を
抜
い
て
リ
ラ
ッ
ク
ス

す
る

　
測
定
前
一
時
間
位
の
間
に
は
、

食
事
・
入
浴
・
運
動
は
避
け
て
く

だ
さ
い
。

②
座
っ
て
測
定
す
る
 

　
血
圧
は
、「
心
臓
の
高
さ
に
あ

る
上
腕
の
血
圧
を
座
っ
て
計
測
し

た
値
」
が
基
準
で
す
。
必
ず
座
っ

て
測
定
し
ま
し
ょ
う
。

③
毎
日
同
じ
時
間
に
測
定
す
る
 

　
血
圧
は
、
時
間
に
よ
っ
て
変
動

す
る
た
め
、
同
じ
時
間
に
測
ら
な

い
と
、
日
々
の
変
化
が
つ
か
め
ま

せ
ん
。

　
毎
日
測
定
で
き
る
家
庭
血
圧
の

方
が
、
血
圧
の
変
化
を
知
る
の
に

役
立
ち
ま
す
。

　
数
値
の
判
断
の
仕
方
な
ど
は
医

師
と
相
談
し
て
、
血
圧
の
変
化
を

長
い
目
で
判
断
す
る
た
め
の
材
料

と
し
て
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

 
健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係 

大
方
総
合
支
所

蕁
４
３
―
２
８
３
６（
直
通
）

　
佐
賀
総
合
支
所

蕁
５
５
―
７
３
７
３（
直
通
）

血
圧
検
査

黒
潮
町
が
実
施
す
る
基
本
健
診
の

血
圧
検
査
の
判
定
基
準

平
成
十
八
年
度
に
実
施
し
た

基
本
健
診
の
血
圧
検
査
の
状
況

血　圧

最大血圧

最小血圧

異常なし

～139

～89

軽度異常

140～149

90～94

要経過観察

150～159

95～99

要精密検査

160～179

100～109

要医療

180～

110～

全
受
診
者
二
千
四
十
七
人
中
、

一
千
四
十
人（
50
・
8
％
）と
半

数
の
方
が
高
血
圧
と
判
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

健
康
知
恵
袋

健
診
結
果
の
見
方
潺

平成18年度 血圧判定

判定区分 人　　数

異 常 な し 1,007

軽 度 異 常 158

要経過観察 110

要精密検査 91

要　医　療 20

現在治療中 661

合　計 2,047
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み
ん
な
で
さ
さ
え
る

国
保
会
計

国
保
会
計

国
保
会
計

ご
存
知
で
す
か
？

入
院
時
食
事
代
の『
減
額
認
定
証
』の
こ
と

＊
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
が

減
額
認
定
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

＊
減
額
認
定
証
の
交
付
に
は
、

申
請
が
必
要
で
す
。

＊
減
額
認
定
証
の
有
効
期
限
は

毎
年
七
月
末
ま
で
で
す
の
で
、

八
月
以
降
も
必
要
な
方
は
、

再
度
申
請
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
（
八
月
申
請
で
八
月

一
日
か
ら
の
認
定
と
な
り

ま
す
。）

《
申
請
方
法
》

①
役
場
で
担
当
係
に
申
請
し
、『
減

額
認
定
証
』の
交
付
を
受
け

て
下
さ
い
。

必
要
な
も
の

・
国
保
加
入
者
（
老
人
医
療
受

給
者
以
外
）

 
保
険
証
と
世
帯
主
の
印
鑑

・
老
人
医
療
受
給
者

 
受
給
者
証
と
印
鑑

②
申
請
後
、
速
や
か
に
病
院
の

窓
口
に
「
減
額
認
定
証
」
を

提
示
し
て
下
さ
い
。

※
窓
口
に
提
示
し
な
い
と
減
額

さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、ご
注
意

く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
総
合
支
所

　
健
康
福
祉
課 

国
保
係

蕁
４
３
―
２
１
１
６（
直
通
）

　
佐
賀
総
合
支
所

　
健
康
福
祉
課 

保
険
福
祉
係

蕁
５
５
―
３
１
１
２（
直
通
）

　
平
成
十
八
年
四
月
か
ら
施
行
さ

れ
た
こ
の
法
律
は
、
障
が
い
者
が

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会

の
実
現
を
目
指
し
て
、
こ
れ
ま
で

の
制
度
上
の
課
題
を
解
決
す
る
と

と
も
に
、
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

を
さ
ら
に
充
実
し
て
い
く
た
め
に

制
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
問
題
点

①
「
身
体
」・「
知
的
」・「
精
神
障
が

い
」
と
い
っ
た
障
が
い
種
別
ご

と
の
縦
割
り
で
サ
ー
ビ
ス
が
提

供
さ
れ
て
お
り
、
施
設
・
事
業

体
系
が
わ
か
り
に
く
く
、
使
い

に
く
い
こ
と
。

②
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
が
不
十

分
な
自
治
体
も
多
く
、
必
要
と

す
る
方
全
て
に
サ
ー
ビ
ス
が
行

き
届
い
て
い
な
い
（
地
方
自
治

体
間
の
格
差
が
大
き
い
）
こ
と
。

③
支
援
費
制
度
に
お
け
る
国
と
地

方
自
治
体
の
費
用
負
担
の
ル
ー

ル
で
は
、
増
え
続
け
る
サ
ー
ビ

ス
利
用
の
た
め
の
財
源
を
確
保

す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
点
な
ど
を
見
直

し
、
障
が
い
の
あ
る
方
の
自
立
を

支
え
る
た
め
、
障
害
者
自
立
支
援

法
で
は
左
記
の
内
容
の
充
実
を
図

っ
て
い
ま
す
。

自
立
支
援
法
の
ポ
イ
ン
ト

①
障
が
い
の
種
別
に
か
か
わ
ら
ず
、

障
が
い
の
あ
る
方
が
必
要
と
す

る
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ

う
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
仕
組
み

を
一
元
化
し
、
施
設
・
事
業
を

再
編
す
る
。

②
障
が
い
の
あ
る
方
に
、
身
近
な

市
町
村
が
責
任
を
も
っ
て
一
元

的
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。

③
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
方
も
、

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
量
と
所
得
に

応
じ
た
負
担
を
行
う
と
と
も
に
、

国
と
地
方
自
治
体
が
責
任
を
も

っ
て
費
用
負
担
を
行
う
こ
と
を

ル
ー
ル
化
し
て
財
源
を
確
保
し
、

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
計
画
的
に

充
実
し
て
い
く
。

④
就
労
支
援
を
強
化
し
て
い
く
。

⑤
支
給
決
定
の
仕
組
み
を
透
明
化
・

明
確
に
す
る
。

　
サ
ー
ビ
ス
内
容
と
し
て
は
、
自

立
支
援
給
付
（
介
護
給
付
・
訓
練

等
給
付
・
自
立
支
援
医
療
・
補
装

具
）
や
地
域
生
活
支
援
事
業
（
相

談
支
援
・
移
動
支
援
・
日
常
生
活

用
具
の
給
付
ま
た
は
貸
与
な
ど
）

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
個
別

に
支
給
決
定
が
行
わ
れ
る
場
合
に

は
利
用
の
手
続
き
な
ど
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
役
場
の
担
当
係

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

利
用
者
の
負
担

　
利
用
者
負
担
は
、
所
得
に
着
目

し
た
応
能
負
担
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス

量
と
所
得
に
着
目
し
た
負
担
の
仕

組
み
（
一
割
の
定
率
負
担
と
所
得

に
応
じ
た
月
額
上
限
の
設
定
）
に

見
直
さ
れ
、
障
が
い
種
別
で
異
な

る
食
費
・
光
熱
費
な
ど
の
実
費
負

担
も
見
直
さ
れ
て
、
三
障
が
い
共

通
し
た
利
用
者
負
担
の
仕
組
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
定
率
負
担
、
実
費
負
担
の
そ
れ

ぞ
れ
に
低
所
得
に
配
慮
し
た
軽
減

策
も
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
理

念
に
基
づ
い
て
導
入
さ
れ
た
こ
の

制
度
が
、
地
域
に
よ
り
密
着
し
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
の

た
め
に
も
関
係
機
関
と
の
連
携
を

さ
ら
に
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
総
合
支
所 

健
康
福
祉
課 

福
祉
係

蕁
４
３
―
２
１
１
６（
直
通
）

　
佐
賀
総
合
支
所 

健
康
福
祉
課 

保
険
福
祉
係

蕁
５
５
―
３
１
１
２（
直
通
）

「
障
害
者
自
立
支
援
法
」

福
祉
だ
よ
り

入
院
し
た
と
き
に『
減
額
認
定
証
』を
病
院
に
提
示
す
る

と
、
食
事
代
が
減
額
に
な
り
ま
す
。
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介護保険料について
介護保険広報シリーズ澑ガイ ド

　今回は、7月に決定される65歳以上の方の介護保険料についてご説明します。
　65歳以上の方（第1号被保険者）の介護保険料は、6月に決定される住民税の課税状
況や所得などによって下記のように6段階に分けられます。
　（平成18年度から、65歳以上の方で前年の合計所得金額が125万円以下の方への住
民税非課税措置が廃止となった関係で、介護保険料の急激な値上がりを少なくするた
め、平成18・19年度は税制改正に伴う激変緩和措置を設けています。）

○お問い合わせ　大方総合支所  健康福祉課  介護保険係　蕁43－2116（直通）
　　　　　　　　佐賀総合支所  健康福祉課  保険福祉係　蕁55－3112（直通）

介護保険介護保険介護保険

平
成

１９
年
度

 

介
護
保
険
料

 

年
額

所　　得　　段　　階 介護保険料 激変緩和措置対象者

＜第１段階＞
・生活保護を受けている方　
・世帯全員が住民税非課税で、老齢福祉年金を受けて
　いる方

納
付
方
法

特別徴収（年金天引き）

納期 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

特別
徴収

● 5月 ● 7月 ● 9月 ● 11月 ● 1月 ● 3月

仮徴収（前年度の保険料額を参考に決定） 本徴収

普通
徴収

● 5月 ● 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期

● 5月 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

21,700円/年
（基準額×0.5）

＜第２段階＞
・世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額と
　課税年金収入額の合計が80万円以下の方

21,700円/年
（基準額×0.5）

＜第３段階＞
・世帯全員が住民税非課税で、第2段階以外の方

32,600円/年
（基準額×0.75）

＜第４段階＞
・世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人は住
　民税非課税の方

1→4　36,200円/年
2→4　36,200円/年
3→4　39,900円/年

43,500円/年
（基準額）

激変緩和措置あり

＜第６段階＞
・本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が200万
　円以上の方

65,200円/年
（基準額×1.5）

＜第５段階＞
・本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が200万
　円未満の方

1→5　43,500円/年
2→5　43,500円/年
3→5　47,100円/年
4→5　50,700円/年

54,400円/年
（基準額×1.25）
激変緩和措置あり

①平成17年1月1
日現在65歳以上
で、前年の合計所
得金額が125万円
以下の場合（第5
段階）
②本人は住民税非
課税で、同じ世帯
に上記①以外の住
民税課税者がいな
い場合（第4段階）

平成19年4月1日現在、65歳以上の老齢（退
職）・障害・遺族年金受給者で年金の受給額が
年額18万円（月額15,000円）以上の方�

※年度途中に65歳に到達、転入、年金受給者になった方などは、最初は普通徴収ですが、約半
年～1年後に特別徴収に切り替わります。

普通徴収（納付書払い、口座振替）

特別徴収以外の方
・年金の受給額が年額18万円未満の方
・年度途中に65歳になった方
・年度途中に他市町村から転入した方
・年度途中に年金受給者になった方　　など

介護保険料の納付方法には、「特別徴収」と「普通徴収」があります。

※介護保険料は必ず納付期限内にお納め下さい。
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
砂
浜
美
術
館
が
行
う
住

民
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
勉
強
会
に
来
て

み
ま
せ
ん
か
？

　
例
え
ば
、
皆
さ
ん
が
作
っ
て
い

る
も
の
（
農
産
物
や
加
工
品
な
ど
）

の
生
産
過
程
や
そ
の
取
り
組
み
を

映
像
に
し
て
、
多
く
の
人
に
発
信

し
た
い
と
思
わ
れ
て
い
る
方
に
お

勧
め
で
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、

あ
ま
り
難
し
く
考
え
な
い
で
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

＊
住
民
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
は

　
自
分
の
住
む
地
域
の
情
報
を
、

住
民
な
ら
で
は
の
視
点
や
人
の
つ

な
が
り
を
い
か
し
て
番
組
を
作
り
、

町
内
外
に
向
け
て
情
報
発
信
す
る

活
動
や
人
の
こ
と
で
す
。

日
に
ち

　
七
月
十
三
日（
金
）・
十
四
日（
土
）

場
 

所
　

　
道
の
駅
ビ
オ
ス
情
報
館
内

　
砂
浜
美
術
館
事
務
局

○
お
問
い
合
わ
せ

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
砂
浜
美
術
館
事
務
局

蕁
４
３
―
４
９
１
５

　
兵
庫
県
伊
丹
市
の
国
立
県
営
兵

庫
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
で
は

平
成
十
九
年
十
月
入
校
の
訓
練
生

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
対
象
者

　
一
般
の
能
力
開
発
施
設
で
の
訓

練
受
講
が
困
難
な
身
体
に
障
が
い

を
有
す
る
方
で
、
次
の
条
件
を
す

べ
て
満
た
し
て
い
る
方

①
症
状
が
安
定
し
、
介
護
を
必
要

と
し
な
い
。

②
就
業
の
意
思
を
有
し
、
職
業
的

自
立
が
可
能
で
あ
る
。

③
訓
練
お
よ
び
日
常
生
活
に
支
障

が
な
く
、
集
団
生
活
に
順
応
で

き
る
。

④
履
修
に
必
要
な
習
得
能
力
と
意

欲
が
あ
る
。

募
集
科
目
と
募
集
定
員

　
オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク
事
務
科
後
期
生

　
十
五
人

受
付
期
間

　
六
月
二
十
五
日（
月
）か
ら

　
七
月
二
十
六
日（
木
）ま
で

選
考
日
�八
月
六
日（
月
）

○
お
問
い
合
わ
せ

　
国
立
県
営
兵
庫
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　
蕁
０
７
２
―
７
８
２
―
３
２
１
０

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
四
万
十

　
蕁
３
４
―
１
１
５
５

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
全
国
的

な
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、

求
人
情
報
の
提
供
を
行
っ
て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
公
的
機
関
と
し
て

行
っ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
か
ら
、

そ
の
利
用
に
関
し
て
費
用
は
一
切

か
か
り
ま
せ
ん
。

　
従
業
員
の
募
集
を
お
考
え
の
際

は
、
ぜ
ひ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
電

話
く
だ
さ
い
。
当
所
専
門
担
当
者

が
お
伺
い
の
う
え
、
求
人
申
し
込

み
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
ま
た
、
新
規
学
校
卒
業
者
の
求

人
受
理
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
幡
多
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に

も
、
将
来
の
地
域
社
会
の
担
い
手

で
あ
る
新
規
学
校
卒
業
者
の
採
用

に
つ
い
て
ぜ
ひ
ご
検
討
願
い
ま
す
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
従
業
員

を
採
用
さ
れ
た
場
合
、
各
種
援
護

制
度
が
利
用
で
き
ま
す

◆
地
域
雇
用
開
発
促
進
助
成
金

　
雇
用
機
会
が
不
足
し
て
い
る
雇

用
機
会
増
大
促
進
地
域
に
お
い
て
、

そ
の
地
域
に
居
住
す
る
求
職
者
な

ど
を
雇
い
入
れ
る
に
伴
い
、
事
業

所
を
設
置
・
整
備
（
五
百
万
円
以

上
）し
、雇
用
機
会
を
創
出
し
た
事

業
主
に
対
し
助
成
す
る
制
度
で
す
。

◆
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金

　
高
年
齢
者
（
六
十
歳
以
上
）・

障
が
い
者
・
母
子
家
庭
の
母
な
ど

就
職
が
困
難
な
方
を
、
雇
い
入
れ

た
事
業
主
に
対
し
賃
金
の
一
部
を

助
成
す
る
制
度
で
す
。

◆
試
行
雇
用
促
進
奨
励
金

　
　
（
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
）

　
若
年
者
（
三
十
五
歳
以
下
）・

中
高
年
齢
者
（
四
十
五
歳
以
上
）・

母
子
家
庭
の
母
・
障
が
い
者
な
ど

特
定
の
求
職
者
層
に
つ
い
て
、
一

定
期
間
（
原
則
三
カ
月
）
の
試
行

雇
用
を
実
施
し
て
早
期
就
職
の
実

現
を
図
ら
れ
た
事
業
主
に
支
給
さ

れ
る
制
度
で
す
。

※
利
用
に
関
し
ま
し
て
は
、
要
件

な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細

に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
四
万
十
　
　

　
蕁
３
４
―
１
１
５
５

募
集
・
お
知
ら
せ

事
業
主
の
み
な
さ
ん

従
業
員
を
募
集
す
る
際
は

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
ご
利
用
を
！

住
民
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
勉
強
会

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

兵
庫
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

職
業
訓
練
生
募
集

自 衛 官 募 集 ― 20年春入隊　特別職国家公務員 ―
応募資格：平成20年4月1日現在18歳以上27歳未満
試　験　日：一般曹候補生（1次試験9月17日）、2等陸・海・空士（9月16日以降）
初　任　給：157,500円（平成19年4月1日現在）食事・光熱費・宿泊費など無料
ボーナス：年2回（4.45カ月）
休日休暇：年次休暇（年間24日）、夏季および年末年始の特別休暇などがあり週休2日制です。
＊詳細不明な点は自衛隊四万十地域事務所まで（蕁35－3096）お気軽に相談してください。
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日
時
　

　
七
月
二
十
五
日（
水
）
　
　

　
午
前
九
時
四
十
分
か
ら

　
午
前
十
一
時
五
十
分
ま
で

場
所
　

　
中
村
小
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー

　（
四
万
十
市
古
津
賀
）

◆ 

子
犬
を
譲
り
た
い
方

・
午
前
九
時
四
十
分
か
ら
十
時
ま

で
に
受
け
付
け
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
事
前
に
高
知
県
幡
多
福
祉
保
健

所
に
連
絡
を
し
、
当
日
は
、
印

鑑
を
持
っ
て
、
子
犬
を
連
れ
て

き
て
く
だ
さ
い
。

＊
原
則
と
し
て
生
後
二
〜
三
カ
月
、

離
乳
済
み
の
子
犬
を
対
象
と
し

ま
す
。

◆ 

子
犬
を
飼
い
た
い
方

・
午
前
十
時
か
ら
午
前
十
時
二
十

分
ま
で
に
受
け
付
け
を
し
て
く

だ
さ
い
。

＊
当
日
は
、
印
鑑
と
子
犬
を
入
れ

る
箱
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

＊
子
犬
の
譲
渡
が
決
ま
っ
た
方
は
、

「
飼
い
始
め
講
習
会
」
を
受
け

て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
今
後
の
譲
渡
会
の
予
定

・
九
月
二
十
六
日（
水
）

・
十
一
月
二
十
八
日（
水
）

・
平
成
二
十
年
二
月
二
十
七
日（
水
）

○
お
問
い
合
わ
せ

　
高
知
県
幡
多
福
祉
保
健
所

　
食
品
・
衛
生
課

　
蕁
３
４
―
５
１
１
９

　
大
方
生
華
園
（
知
的
障
害
者
授

産
施
設
）
で
は
、
次
の
日
程
で
納

涼
祭
を
開
催
し
ま
す
。

　
模
擬
店
を
は
じ
め
、
花
火
大
会

な
ど
も
行
う
予
定
で
す
の
で
、
多

数
の
方
々
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日
時
　
八
月
二
十
九
日（
水
）

　
　
　
午
後
七
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で

　
　
　
※
雨
天
の
場
合

　
　
　
八
月
三
十
一
日（
金
）

場
所
　
大
方
生
華
園

○
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
生
華
園

　
蕁
４
３
―
３
６
６
６

子
犬
の
譲
渡
会

大
方
生
華
園「
納
涼
祭
」

　
児
童
手
当
制
度
は
、
家
庭
に
お

け
る
生
活
の
安
定
に
寄
与
す
る
と

と
も
に
、
児
童
の
健
全
な
育
成
お

よ
び
資
質
の
向
上
を
目
的
に
し
た

制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
申
請
し
た
あ
と

認
定
を
受
け
な
け
れ
ば
、
児
童
手

当
を
受
け
る
権
利
が
発
生
し
ま
せ

ん
の
で
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

支
給
対
象
児
童

　
小
学
校
修
了
前
（
十
二
歳
到
達

後
、
最
初
の
三
月
三
十
一
日
）
ま

で
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
所
得
制
限
限
度
額
以

上
の
所
得
が
あ
る
場
合
に
は
、
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

申
請
の
手
続
き

◆
は
じ
め
て
の
方

　
出
生
・
転
入
な
ど
に
よ
り
新
た

に
受
給
資
格
が
生
じ
た
場
合
、
役

場
窓
口
（
公
務
員
の
場
合
は
職
場
）

に
「
認
定
請
求
書
」
の
提
出
が
必

要
で
す
。

添
付
す
る
書
類

・
請
求
者
の
健
康
保
険
被
保
険
者

証
な
ど
（
厚
生
年
金
加
入
の
方
）

・
請
求
者
の
児
童
手
当
用
所
得
証

明
書
（
転
入
の
方
）

・
請
求
者
の
口
座

　
　
そ
の
他
、
必
要
に
応
じ
て
提

出
す
る
書
類
が
あ
り
ま
す
。

◆
児
童
手
当
等
受
給
の
方

　
出
生
な
ど
に
よ
り
、
児
童
が
増

え
た
場
合
は
、「
額
改
定
認
定
請

求
書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

続
け
て
手
当
を
受
け
る
場
合

　
児
童
手
当
な
ど
を
受
給
し
て
い

る
方
は
、
毎
年
六
月
に
「
現
況
届
」

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
「
現
況
届
」
の
提
出
が
な

い
と
、
六
月
分
以
降
の
手
当
が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　
今
年
の
「
現
況
届
」
を
ま
だ
提

出
さ
れ
て
な
い
方
は
、
至
急
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

支
払
時
期

　
児
童
手
当
な
ど
は
原
則
と
し
て
、

毎
年
、
年
三
回
（
そ
れ
ぞ
れ
の
月

の
前
月
分
ま
で
）
支
給
と
な
り
ま

す
。

・
二
月
（
十
月
〜
一
月
分
）

・
六
月
（
二
月
〜
五
月
分
）

・
十
月
（
六
月
〜
九
月
分
）

三
歳
未
満
（
第
一
子
・
第
二
子
）
の

児
童
手
当
が
倍
額
に
な
り
ま
し
た

　
若
い
子
育
て
世
帯
な
ど
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
に
、

四
月
か
ら
、
三
歳
未
満
の
乳
幼
児

の
養
育
者
に
対
す
る
児
童
手
当
額

が
、
第
一
子
・
二
子
に
つ
い
て
倍

増
に
な
り
ま
し
た
。

☆
今
回
の
制
度
改
正
で
は
、
新
た

に
申
請
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
該
当
す
る
児
童
（
第
一

子
・
第
二
子
が
三
歳
未
満
）
の

い
る
受
給
者
の
方
に
は
、
四
月

分
よ
り
増
額
し
た
金
額
で
計
算

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
三
歳
到

達
後
の
翌
月
か
ら
、
第
一
子
・

第
二
子
は
五
、
〇
〇
〇
円
と
な

り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
総
合
支
所 

住
民
課 

住
基
戸
籍
係

　
蕁
４
３
―
２
８
０
０

　
佐
賀
総
合
支
所 

総
務
課 

住
基
戸
籍
係

　
蕁
５
５
―
３
７
０
１

児
童
手
当
制
度
の
ご
案
内

改
正
前

改
　
正
　
後

第１子　　　05,000円
第２子　　　05,000円
第３子以降　10,000円

３歳未満（児手当）
一律　　　　10,000円
３歳以上
（小学校修了前特例給付）
第１子　　　05,000円
第２子　　　05,000円
第３子以降　10,000円
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平
成
18
年
度
　

個
人
情
報
保
護
制
度
・
情
報
公
開
制
度
の
運
用
状
況
公
表

　
黒
潮
町
で
は
、
平
成
十
九
年
度

職
員
（
一
般
行
政
事
務
職
）
採
用

資
格
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

　試
験
職
種
・
受
験
資
格

・
一
般
行
政
事
務

・
昭
和
五
十
六
年
四
月
二
日
か
ら

平
成
二
年
四
月
一
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人

試
験
の
方
法

◆
第
一
次
試
験

・
教
養
試
験

　
公
務
員
と
し
て
必
要
な
一
般

知
識
お
よ
び
知
能
に
つ
い
て
五

肢
択
一
式
の
筆
記
試
験
で
高
等

学
校
卒
業
程
度
の
も
の

◆
第
二
次
試
験
（
第
一
次
試
験
合

格
者
の
み
実
施
）

・
作
文
試
験

　
文
章
に
よ
る
表
現
力
、
課
題

に
対
す
る
理
解
力
な
ど
に
つ
い

て
の
筆
記
試
験

・
口
述
試
験

　
人
物
、
人
柄
な
ど
に
つ
い
て

の
個
別
面
接
に
よ
る
試
験

・
身
体
検
査

　
採
用
直
前
に
町
の
指
定
す
る

医
師
に
よ
る
胸
部
そ
の
他
の
検

査

試
験
の
日
時
・
場
所

◆
第
一
次
試
験

　
九
月
十
六
日
（
日
）

 
午
前
十
時
か
ら

 
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

 
入
野
２
０
１
７
―
１

　（
役
場
大
方
庁
舎
前
）

＊
第
二
次
試
験
に
つ
い
て
は
、
十

月
下
旬
頃
実
施
予
定

受
験
手
続

　
受
験
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
本

庁
総
務
課
行
政
人
事
係
ま
た
は
佐

賀
総
合
支
所
総
務
課
住
基
戸
籍
係

に
採
用
資
格
試
験
実
施
要
領
お
よ

び
試
験
申
込
書
を
設
置
し
て
い
ま

す
の
で
、
確
認
の
う
え
、
必
要
書

類
を
役
場
本
庁
総
務
課
行
政
人
事

係
（
大
方
庁
舎
二
階
）
ま
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

﹇
必
要
書
類
﹈

・
受
験
申
込
書

・
自
筆
履
歴
書

　
最
近
六
カ
月
以
内
に
撮
影
し

た
写
真
を
貼
付
（
上
半
身
・
脱

帽
・
正
面
向
き
の
も
の
）

﹇
受
付
期
間
﹈

　
七
月
二
十
五
日（
水
）か
ら

　
八
月
十
五
日（
水
）ま
で

＊
郵
送
に
よ
る
申
し
込
み
は
、
封

筒
に
「
試
験
申
込
」
と
朱
書
し
、

簡
易
書
留
で
八
月
十
五
日（
水
）

必
着
の
こ
と

﹇
受
付
時
間
﹈

　
午
前
八
時
半
か
ら
午
後
五
時
半
ま
で

　（
土
日
、
祝
日
を
除
く
）

﹇
受
付
場
所
﹈

　
本
庁
総
務
課
行
政
人
事
係

　（
大
方
庁
舎
二
階
）

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

総
務
課 

行
政
人
事
係

　
蕁
４
３
―
２
１
１
１（
直
通
）

　
　
蕭
４
３
―
２
７
８
８

【
個
人
情
報
保
護
制
度
と
は
】

　
町
の
実
施
機
関
（
町
長
部
局
・

教
育
委
員
会
・
選
挙
管
理
委
員
会
・

監
査
委
員
会
・
農
業
委
員
会
・
固

定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
・
議
会
）

が
保
有
す
る
個
人
情
報
を
適
切
に

取
り
扱
う
た
め
に
、
個
人
情
報
の

開
示
、
訂
正
や
削
除
を
請
求
す
る

「
自
己
の
情
報
の
流
れ
を
自
ら
が

管
理
す
る
」
権
利
を
保
障
し
、
基

本
的
人
権
の
擁
護
と
公
正
で
民
主

的
な
町
政
の
実
現
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

【
情
報
公
開
制
度
と
は
】

　
住
民
の
知
る
権
利
を
保
障
す
る

こ
と
で
、
町
の
実
施
機
関
の
保
有

す
る
情
報
や
公
文
書
を
一
定
の
条

件
の
下
で
公
開
し
、
住
民
へ
の
町

政
に
対
す
る
理
解
と
信
頼
を
深
め
、

住
民
参
加
を
促
進
し
、
公
正
で
開

か
れ
た
町
政
の
推
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用
状
況

　
全
て
の
実
施
機
関
に
お
い
て
、

平
成
十
八
年
度
の
個
人
情
報
保
護

条
例
に
基
づ
い
た
個
人
情
報
の
開

示
請
求
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

平
成
19
年
度 

黒
潮
町
職
員
採
用
資
格
試
験
の
ご
案
内

ご
み
減
量
の
合
言
葉

か
し
こ
い
買
い
物
、か
し
こ
い
調
理
を

　
こ
れ
か
ら
夏
に
向
か
っ
て
食

品
が
傷
み
や
す
く
な
っ
て
き
ま

す
。
　

　
食
品
は
買
い
す
ぎ
ず
、
作
り

す
ぎ
ず
、
自
分
の
家
族
で
食
べ

ら
れ
る
量
の
買
い
物
、
調
理
を

心
が
け
て
あ
な
た
の
お
金
、
燃

料
費
、
時
間
、
電
気
代
な
ど
有

効
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

大
方
総
合
支
所 

住
民
課 

環
境
保
全
係

佐
賀
総
合
支
所 

ま
ち
づ
く
り
課 

水
道
環
境
係

ご
み
も
積
も
れ
ば

シ
リ
ー
ズ
笳

情
報
公
開
制
度
の
運
用
状
況

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁
総
務
課
企
画
振
興
係

　
蕁
４
３
―
２
１
１
２（
直
通
）

実施機関
申請
件数

処理状況 不　服
申立て
件　数公開

部分
公開 非公開

不存在によ
る非公開

町　長　部　局 19件 13件 1件 4件 1件 1件
教　育　委　員　会 0件 0件 0件 0件 0件 0件
選挙管理委員会 0件 0件 0件 0件 0件 0件
監　査　委　員　会 0件 0件 0件 0件 0件 0件
農　業　委　員　会 0件 0件 0件 0件 0件 0件
固定資産評価審査委員会 0件 0件 0件 0件 0件 0件
議　　　　　会 0件 0件 0件 0件 0件 0件
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子
育
て
支
援
「
い
っ
し
ょ
に
遊

ぼ
う
」
は
、
町
内
で
子
育
て
を
し

て
い
る
方
な
ら
誰
で
も
利
用
で
き

ま
す
。
五
月
は
カ
ン
タ
ン
お
も
ち

ゃ
作
り
な
ど
を
行
い
、
参
加
さ
れ

た
子
ど
も
た
ち
や
お
家
の
方
々
に

大
変
好
評
で
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、発
達
に
応
じ
た
遊

具
作
り
な
ど
開
催
す
る
予
定
で
す
。

�午
前
九
時
半
か
ら
午
前
十
一
時
ま
で

七
月
の
予
定

四
日（
水
）水
遊
び
・
砂
遊
び

九
日（
月
）愛
育
相
談

　（
場
所
・
佐
賀
老
人
憩
の
家
）

十
一
日（
水
）水
遊
び
・
砂
遊
び

十
八
日（
水
）愛
育
相
談

　（
場
所
・
大
方
く
じ
ら
保
育
所
）

二
十
五
日（
水
）水
遊
び
・
砂
遊
び

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
　

 
町
内
在
住
の
方
で
、
い
ろ
ん
な

事
（
例
え
ば
、
折
り
紙
・
簡
単
体

操
・
工
作
な
ど
）
を
お
母
さ
ん
た

ち
に
教
え
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
く
じ
ら
保
育
所

蕁
４
４
―
１
１
１
２

　
日
本
固
有
の
人
権
問
題
で
あ
る

部
落
差
別
は
、
憲
法
が
保
障
す
る

基
本
的
人
権
に
関
わ
る
重
要
な
問

題
で
す
。

　
昭
和
四
十
年
の
「
同
和
対
策
審

議
会
答
申
」
以
来
、
旧
大
方
町
と

旧
佐
賀
町
で
は
、
そ
の
理
念
の
も

と
、
部
落
差
別
の
解
決
の
た
め
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
住
環
境
整
備
や
産

業
振
興
な
ど
の
主
要
な
ハ
ー
ド
事

業
は
、
い
く
つ
か
の
課
題
を
残
し

つ
つ
も
お
お
む
ね
完
了
し
、
一
定

の
成
果
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
し
か
し
、
人
々
の
観
念
や
潜
在

意
識
に
か
か
わ
る
心
理
的
差
別
に

つ
い
て
は
、
着
実
に
解
消
へ
向
け

て
進
ん
で
い
る
も
の
の
、
結
婚
問

題
を
中
心
に
依
然
と
し
て
根
深
く

存
在
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、

平
成
十
七
年
・
平
成
十
八
年
に
実

施
し
た
住
民
意
識
調
査
の
結
果
を

み
て
も
明
ら
か
で
、
今
な
お
多
く

の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
こ
の
心
理
的
差
別
の

解
消
を
目
指
し
、
こ
れ
ま
で
の
同

和
教
育
や
啓
発
活
動
に
よ
っ
て
積

み
上
げ
ら
れ
て
き
た
成
果
と
こ
れ

ま
で
の
手
法
へ
の
評
価
を
踏
ま
え

て
、
他
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課
題

と
の
関
連
を
考
慮
し
な
が
ら
、
教

育
・
啓
発
を
中
心
に
部
落
差
別
の

解
決
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
解
説
）

　
部
落
差
別
の
問
題
を
、
行
政
で

は
同
和
問
題
と
い
い
ま
す
。

　
期
間
中
に
総
合
セ
ン
タ
ー
（
佐

賀
庁
舎
前
）
で
写
真
な
ど
の
特
別

展
示
、
映
画
上
映
や
講
演
会
を
行

い
ま
す
。
入
場
は
、
す
べ
て
無
料

で
す
。
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

特
別
展
示
『
リ
バ
テ
ィ
』

▽
浜
松
解
放
子
ど
も
会
・
横
浜
解

放
子
ど
も
会
の
活
動
紹
介

▽
万
行
地
区
・
横
浜
地
区
の
今
昔

写
真
展

▽
じ
ん
け
ん
の
七
夕

展
示
期
間

　
七
月
十
日（
火
）か
ら
二
十
日（
金
）

　
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

※
七
月
十
五
日（
日
）、
十
六
日（
祝

日
）は
休
み
で
す

場
所
　

　
総
合
セ
ン
タ
ー 

玄
関
ホ
ー
ル

　（
佐
賀
庁
舎
前
）

映
画
上
映
『
旅
路
』

上
映
日
時
　

　
七
月
十
日（
火
）か
ら
十
四
日（
土
）

午
後
二
時
か
ら
三
時
・
三
時
半

か
ら
四
時
半（
毎
日
、
二
回
上
映
）

場
所
　

　
総
合
セ
ン
タ
ー
二
階
大
ホ
ー
ル

　（
佐
賀
庁
舎
前
）

講
演
会

▽
演
題
　

差
別
っ
て
い
っ
た
い
な
ん
や
ね
ん
?

〜
若
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜

▽
講
師

　
川
口
泰
司
さ
ん

（
山
口
県
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
）

▽
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
一
九
七
八
年
、
愛
媛
県
宇
和
島

市
の
被
差
別
部
落
に
生
ま
れ
る
。

　
中
学
時
代
、
同
和
教
育
に
本
気

で
取
り
組
む
教
師
と
の
出
会
い
か

ら
、
解
放
運
動
に
取
り
組
む
よ
う

に
な
る
。
高
校
時
代
宇
和
島
市
内

の
部
落
出
身
高
校
生
を
集
め
「
高

校
生
友
の
会
」
結
成
、
初
代
会
長
。

　
学
生
時
代
は
大
阪
学
生
部
落
解

放
連
絡
協
議
会
事
務
局
長
。
自
称

「
歩
く
『
水
平
社
宣
言
』
」
。
明

る
く
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
語
る
講

演
は
「
部
落
」
の
人
の
イ
メ
ー
ジ

が
変
わ
っ
た
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
。

「
現
在
の
部
落
っ
て
な
に
？
」
の

答
え
が
見
つ
か
る
講
演
で
す
。

　場
所
　

　
総
合
セ
ン
タ
ー
二
階
大
ホ
ー
ル

　（
佐
賀
庁
舎
前
）

日
時
　
七
月
十
九
日
（
木
）

開
場
　
午
後
六
時
半

開
演
　
午
後
七
時
か
ら

○
お
問
い
合
わ
せ

 
大
方
総
合
支
所 

住
民
課 

人
権
係

蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

　
大
方
町
民
館

蕁
４
３
―
１
２
０
４（
直
通
）

　
大
方
児
童
館

蕁
４
３
―
３
６
２
２（
直
通
）

　
教
育
委
員
会 

佐
賀
生
涯
人
権
教
育
係

蕁
５
５
―
３
１
９
０（
直
通
）

　
佐
賀
町
民
館
・
児
童
館

蕁
５
５
―
２
１
０
８（
直
通
）

第
34
回「
部
落
差
別
を
な
く
す
る
運
動
」強
調
旬
間

　
　
　
　
　
　
　【
期
間
七
月
十
日
か
ら
七
月
二
十
日
ま
で
】

大
方
く
じ
ら
保
育
所

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う

部
落
差
別
と
は

期
間
中
の
行
事
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図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

（
○
の
日
が
休
館
日
で
す
。）

大
方
図
書
館

佐
賀
図
書
館

7月
日 月 火 水 木 金 土
1 滷 3 4 5 6 7
8 潛 10 11 12 13 14

8月
日 月 火 水 木 金 土
1 滷 3 1 2 3 4
5 澁 7 8 9 10 11

15 澑 濂 18 19 20 21
22 澹 24 25 26 濕 28
29 濘 31 28 29 濘 31
濱 濱 0 0 0 0 0

7月
日 月 火 水 木 金 土
漓 2 3 4 5 6 7
潯 9 10 11 12 13 14

8月
日 月 火 水 木 金 土
1 滷 3 1 2 3 4
潸 6 7 8 9 10 11

澎 澑 17 18 19 20 21
澤 23 24 25 26 濕 28
濔 30 31 28 29 濘 31
濱 濱 0 0 0 0 0

4・5月貸出ベストランキング
１．夢を与える　　　　　　　　　　綿矢りさ／著（大方・佐賀）
２．クジラの彼　　　　　　　　　　有川　浩／著（大方・佐賀）
７．使命と魂のリミット　　　　　　東野圭吾／著（大方・佐賀）
４．一瞬の風になれ２　　　　　　　佐藤多佳子／著（大方・佐賀）
７．ひとり日和　　　　　　　　　　青山七恵／著（大方・佐賀）
７．夜は短し歩けよ乙女　　　　　　森見登美彦／著（大方・佐賀）
７．天使の眠り　　　　　　　　　　岸田るり子／著（大方）
７．無銭優雅　　　　　　　　　　　山田詠美／著（大方・佐賀）
９．イグアナの嫁　　　　　　　　　細川貂々／著（大方）
７．一瞬の風になれ３　　　　　　　佐藤多佳子／著（大方・佐賀）
７．一瞬の風になれ１　　　　　　　佐藤多佳子／著（大方・佐賀）
７．Ｋの日々　　　　　　　　　　　大沢在昌／著（大方・佐賀）
７．独白するユニバーサル横メルカトル　平山夢明／著（大方）
７．不都合な真実　　　　　　　　　アル・ゴア／著（大方・佐賀）

死ぬまで夢をもて！
その夢が叶わなくても、
しょせん夢だから。

今月の一冊：がばいばあちゃんの
　　　　　　　 勇気がわく50の言葉
今月の一冊：がばいばあちゃんの
　　　　　　　 勇気がわく50の言葉

◇
開
館
時
間

（
大
方
図
書
館
）

　
火
〜
金

　
午
前
十
時
〜
午
後
六
時

　
土
・
日

　
午
前
十
時
〜
午
後
五
時

（
佐
賀
図
書
館
）

　
月
〜
金

　
午
前
十
時
〜
午
後
六
時

　
土

　
午
前
十
時
〜
午
後
五
時

◇
貸
出
冊
数
・
期
間

　
本

　
一
人
五
冊
・
二
週
間

　
雑
誌

　
一
人
三
冊
・
二
週
間

　
ビ
デ
オ
・
C
D
・
D
V
D

　
一
人
二
点
・
一
週
間

※
新
し
い
本
の
中
に
は
、貸
出

開
始
日
か
ら
二
カ
月
間
は

一
週
間
の
貸
出
期
間
と
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

☆
貸
し
出
し
・
返
却
・
図
書

カ
ー
ド
の
発
行
は
受
付
で

行
っ
て
い
ま
す
。

返
却
す
る
と
き

・
佐
賀
・
大
方
ど
ち
ら
の
図

書
館
で
も
返
却
が
で
き
ま
す
。

・
休
館
日
に
返
却
す
る
時
は

各
図
書
館
に
あ
る
ブ
ッ
ク

ポ
ス
ト
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

・
ビ
デ
オ
・
C
D
・
D
V
D
は

で
き
る
だ
け
開
館
時
の
受

付
窓
口
へ
返
却
し
て
く
だ

さ
い
。

◇
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
図
書
館

　
蕁
4
3
―
0
1
2
0

　
佐
賀
図
書
館

　
蕁
5
5
―
3
1
9
0

h
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u
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n
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u
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s
h
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.jp

 

※（カッコ）内は所蔵館

黒潮町国保拳ノ川診療所黒潮町国保拳ノ川診療所
「どうしたらいいのか…」「どこに相談したらいいのか…」
悩んだときは、すぐ相談してください。
「心細かったけど、来てよかった。」
「相談しにくかったけど、安心できた。」
と言われるような診療を心がけています。
あなたにとって一番安心できるホームドクターとなります。

診療科目（自由診療も要望にお応えします。）
◆皮膚科（水虫・皮膚炎・湿疹・にきびなど）　◆小児科（アトピー・喘息など）
◆内科　◆ピアス・ED（ぼっ起障害）治療・避妊薬処方・アレルギー検査・各予防接種

診療時間
◆拳ノ川診療所　　【月・火】午前8時30分～正午　 【水・木・金】午前8時30分 ～午後5時
（受付時間／午前：午前11時まで　午後：午後4時まで）
◆伊与喜出張診療所【月】午後2時～午後4時　　　　【木】午後1時半に拳ノ川診療所へ送迎
◆鈴出張診療所　　【火】午後2時～午後4時　　　 【金】午後1時半に拳ノ川診療所へ送迎

お問い合わせ／黒潮町国保拳ノ川診療所 蕁55－7111 〒789－1703 黒潮町拳ノ川31－1

医師の花田利春です。どうぞお気軽にご相談ください。
はなだとしはる
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事業者名 住　　所 電話番号 事業者名 住　　所 電話番号

前 田 電 工 入野1574 （０８８０）４３－１１４９ 溝 渕 設 備 中村山手通22 （０８８０）３４－３７３４

タカハシ水道設備 上田の口1578 （０８８０）４３－１９３６ ヨ コ ヤ マ 産 業 中村一条通4－1－14 （０８８０）３４－７３９９

吉 本 水 道 工 務 店 入野544 （０８８０）４３－２０２４ （有）山 下 建 設 竹島3336 （０８８０）３３－０６５３

平 野 住 設 伊田2100 （０８８０）４４－１５１３ 山 本 住 研 鍋島1235－1 （０８８０）３３－１３３９

道 倉 水 道 工 務 店 浮鞭3558－8 （０８８０）４３－２０９６ （有）西 南 設 備 小筑紫町福良4－1 （０８８０）６７－０３０４

大方設備センター 入野769 （０８８０）４３－１４２０ （有）宿毛水道工業 平田町戸内2085－1 （０８８０）６６－１９３０

小松メンテナンス 入野5196－70 （０８８０）４３－４５２２ （有）アクア・サワダ 中央3－6－16 （０８８０）６３－２５４１

（株）中 村 住 設 出口372－2 （０８８０）４３－０２１１ 関 西 水 道 工 事 店 西町3－1－2 （０８８０）６５－５８４０

河 野 電 機 設 備 入野2878 （０８８０）４３－１０２２ （有）上岡水道工事 山奈町山田1031－2 （０８８０）６６－０６４３

拳 ノ 川 住 設 拳ノ川1781 （０８８０）５５－７３７１ 沖 の 島 水 道 弘見1102－1 （０８８０）７３－１３５０

谷 口 水 道 佐賀2773 （０８８０）５５－２３１６ （有）横 山 建 材 店 琴平町3－15 （０８８０）２２－３６０８

山 本 建 設（株） 佐賀2988 （０８８０）５５－３１４１ （有）岩 本 商 店 榊山4－10 （０８８０）２２－１１６５

（株）土 居 建 設 伊与喜43－5 （０８８０）５５－２１３３ 是 信 電 設（株） 本町9－3 （０８８０）２２－１００６

（有）弘 瀬 建 設 佐賀1990 （０８８０）５５－２１２１ （株）日化住宅機器 本町9－5 （０８８０）２２－０４０７

（有）西 部 総 建 伊与喜38－2 （０８８０）５５－２８２５ 光 工 務 店 串本町5－1 （０８８０）２２－１３８６

（ 有 ） 森 田 建 設 藤縄5－1 （０８８０）５５－３６２１ 武 内 産 業（有） 田野々450 （０８８０）２７－０２４６

（有）夕 部 設 備 不破2050－12 （０８８０）３７－３３８３ （有）桑 原 水 道 北琴平町10－8 （０８８０）２２－１１６３

（有）カキタニ設備 下田4057－2 （０８８０）３３－０１５６ （有）伊 藤 水 道 枝川4－1 （０８８）８９２－５０３９

（有）大杉設備工業 古津賀1842－8 （０８８０）３４－２３２４ 東 邦 工 業（株） 鴨部3－28－15 （０８８）８４３－６５１１

（有）大 同 設 備 中村新町5－10 （０８８０）３５－４８７９ （株）日 東 水 道 塩屋崎町1－12－6 （０８８）８３２－６０８４

（有）平 野 水 道 中村小姓町18 （０８８０）３５－２３１６ （有）スズキ設備工業 福井扇町8－22 （０８８）８７５－７１００

（株）四電工中村営業所 中村丸の内1828－8 （０８８０）３４－１３３１ 大 都 工 業（株） 升形9－47 （０８８）８２２－４３３６

福 永 工 業 中村大橋通6－5－1 （０８８０）３５－５９９５ 朝 比 奈 設 備 神田2393－6 （０８８）８３３－８９４４

森 下 住 宅 器 機 右山天神町1－20 （０８８０）３４－４８５５ 大 一 設 備（株） 大膳町6－2 （０８８）８２２－０５４３

（株）奥 宮 工 業 具同7361－5 （０８８０）３７－５１５１ （株）濱田水道工業 南ノ丸町5－7 （０８８）８３１－０２７０

野 村 企 画 設 備 渡川3－10－20 （０８８０）３７－３１７３ 四国水道工業（株） 鴨部1－2－8 （０８８）８４４－４２１２

黒
　
　
　
潮
　
　
　
町

四
　
万
　
十
　
市

四
万
十
市

宿
　
毛
　
市

四
　
万
　
十
　
町

高
　
　
知
　
　
市

大月町

いの町

○お問い合わせ
　大方総合支所　まちづくり課　水道係　　　蕁43－2114（直通）
　佐賀総合支所　まちづくり課　水道環境係　蕁55－3700（直通）

月

7

8

日

自　　　至

09～15

16～22

23～29

30～31

01～50

06～12

13～14

当番店（大方地域） 当番店（佐賀地域）

タ カ ハ シ 水 道

平 野 住 設

大方設備センター

河 野 電 機 設 備

河 野 電 機 設 備

タ カ ハ シ 水 道

平 野 住 設

前 田 電 工

吉 本 水 道

道 倉 水 道

中村住設大方営業所

中村住設大方営業所

前 田 電 工

吉 本 水 道

㈲ 弘 瀬 建 設

山 本 建 設 ㈱

㈱ 土 居 建 設

㈲ 弘 瀬 建 設

㈲ 弘 瀬 建 設

山 本 建 設 ㈱

㈱ 土 居 建 設

谷 口 水 道

㈲ 西 部 総 建

拳 ノ 川 住 設

谷 口 水 道

谷 口 水 道

㈲ 西 部 総 建

拳 ノ 川 住 設

当番店の連絡先・所在地 ※当番日以外でも要請があった場合には対応いたします。
大方地域

電話番号
店　　名 住　　所

事務所

電話番号
店　　名 住　　所

事務所自　宅 自　宅

佐賀地域

大方設備センター

河 野 電 機 設 備

タカハシ水道設備

㈱中村住設大方営業所

平 野 住 設

前 田 電 工

道 倉 水 道 工 務 店

吉 本 水 道 工 務 店

43－1420

43－1022

43－1936

43－0211

44－1513

43－1149

43－2096

43－2024

43－1483

43－2061

44－1117

43－1546

入野769

入野2878

上田の口1578

出口372－2

伊田2100

入野1574

浮鞭3558－8

入野544－4

拳 ノ 川 住 設

西 部 総 建 ㈲

谷 口 水 道

㈱ 土 居 建 設

㈲ 弘 瀬 建 設

山 本 建 設 ㈱

55－7371

55－2825

55－2316

55－2133

55－2121

55－3141

55－7114

55－2363

55－2076

拳ノ川1781

伊与喜38－2

佐賀2773

伊与喜43－5

佐賀1990

佐賀2988

水
道
給
水
工
事
指
定
店 

当
番
一
覧
表

水
道
給
水
工
事
指
定
店 

当
番
一
覧
表

ご家庭の水道工事は黒潮町指定の事業者で！

　配水管から分岐して、家庭まで引き込まれた給水管や蛇口などを「給水装置」と言います。給水装置の工事や修
繕（簡単な蛇口の取替えなどは除きます）は、水道法により「指定給水装置工事事業者」以外が行うことはできま
せん。ご家庭の水道工事を行うときには、下記事業者へお申し込みください。

黒潮町指定給水装置工事事業者一覧表 2007（平成19）年6月1日現在
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、取
材
先
や
健
診
会
場
な
ど
で
出
会
っ
た
、町
内
在
住
の

子
ど
も
た
ち
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。掲
載
の
申
し
込
み
も
受
け
付
け
て
い
ま
す

の
で
、お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
小
学
校
に
入
学
前
の
子
ど
も
た
ち
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。）本
庁
総
務
課
企
画
振
興
係
　
　
蕁
４
３
―
２
１
１
２（
直
通
）

く
ろ
し
お
っ
子
を
紹
介
し
ま
す
！

く
ろ
し
お
っ
子
を
紹
介
し
ま
す
！

　
「
限
界
集
落
」
と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
。
過
疎
化
が
極
端

に
進
み
、住
民
の
半
数
以
上
が

六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
で
、

冠
婚
葬
祭
や
農
作
業
な
ど
で
社

会
的
共
同
生
活
の
維
持
が
困

難
な
集
落
の
こ
と
を
指
し
て
使

わ
れ
、全
国
に
は
、実
に
七
八
七

三
集
落
あ
り
、そ
の
内
、二
六
四

一
集
落
が
こ
こ
十
年
以
内
に「
消

滅
」、あ
る
い
は「
い
ず
れ
消
滅
」

す
る
可
能
性
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
黒
潮
町
の
限
界
集

落
数
は
五
集
落
で
す
が
、そ
の

予
備
軍
的
集
落
も
次
第
に
増

え
て
い
ま
す
。　

　
そ
の
よ
う
な
状
況
に
危
機
感

を
持
つ
中
で
、町
で
は
、集
落
の

課
題
や
住
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に

把
握
し
た
り
、災
害
な
ど
の
迅

速
な
対
応
方
法
を
検
討
し
た

り
す
る
た
め
に
、町
内
五
十
九

集
落
に
地
域
担
当
職
員
を
は

り
つ
け
て
取
り
組
む
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
県
内
で
は
香
美
市

物
部
地
区
と
仁
淀
川
町
で
行
な

わ
れ
て
い
ま
す
が
、そ
れ
ぞ
れ
、

市
町
村
合
併
に
伴
う
中
山
間

地
域
住
民
の
不
安
を
少
し
で
も

和
ら
げ
る
施
策
と
し
て
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
地
域
と
町
職
員
に

と
っ
て
も
初
め
て
の
試
み
が
、地

域
に
活
力
を
与
え
、ふ
る
さ
と

黒
潮
町
を
育
む
も
の
と
な
る
こ

と
を
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。　（
む
）

編
集
子

寺尾　龍優人くん
〈平成15年11月8日生まれ〉

明るく強い子になってね。

りゅう と

浜町　昇真くん
〈平成17年5月20日生まれ〉

りっぱな人になってくだ
さい。

しょう ま

村上　陽花ちゃん
〈平成18年11月25日生まれ〉

元気で素直なこでありま
すように。

はる か

あや か たく ま

藤原　彩花ちゃん
〈平成16年3月16日生まれ〉

すくすく元気に！

篠田　茶栗くん
〈平成15年3月18日生まれ〉

元気で明るく強い男の子
に育ってください。

さ くり

碇　拓真くん
〈平成16年3月25日生まれ〉

たくましくなってくださ
い。

しお り

小谷　栞璃ちゃん
〈平成16年1月7日生まれ〉

元気に育ってね！

る い

藤本　琉已くん
〈平成16年1月28日生まれ〉

器の大きな人間になって
ください。

　
六
月
三
日
、
香
南
市
の
県
立
青

少
年
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
「
第

２９
回
高
知
県
少
年
剣
道
錬
成
大
会
」

で
、
田
ノ
口
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
が
、

団
体
戦
で
ベ
ス
ト
８
に
進
出
し
、

七
月
二
十
五
日
に
東
京
の
日
本
武

道
館
で
行
わ
れ
る
「
第

４２
回
全
日

本
少
年
剣
道
錬
成
大
会
」
出
場
の

切
符
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
ま
た
、
個
人
戦
で
は
小
学
生
男

子
の
部
で
篠
田
翔
真
く
ん
が
三
位

入
賞
と
健
闘
し
て
い
ま
す
。

　
出
島
信
夫
先
生
の
指
導
の
下
、

子
ど
も
た
ち
は
練
習
に
励
ん
で
き

ま
し
た
。

　
練
習
で
は
、
夏
の
暑
い
日
も
面

を
か
ぶ
り
、
面
の
中
は
汗
で
い
っ

ぱ
い
、
冬
の
寒
い
日
も
は
だ
し
で

す
。
そ
ん
な
状
況
で
も
「
剣
道
が

上
手
に
な
り
た
い
」「
全
国
大
会

に
出
場
し
た
い
」
と
、
日
々
頑
張

っ
て
練
習
し
て
き
ま
し
た
。

　
あ
こ
が
れ
の
日
本
武
道
館
で
の

全
国
大
会
で
は
、
精
一
杯
自
分
た

ち
の
力
を
発
揮
し
て
く
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　（
写
真 

上（
右
か
ら
）永
野
裕
也

く
ん
、
岡
部
有
紀
さ
ん
、
出
島
信

夫
先
生
、
森
岡
諒
治
く
ん
、
宮
地

勇
吾
く
ん
、
下（
右
か
ら
）篠
田

翔
真
く
ん
、
大
住
将
平
く
ん
、
北

川
海
く
ん
）

ゆ
う

や

ゆ
う

の
ぶ

おゆ
う

ご

し
ょ
う
ま

し
ょ
う
へ
い

り
ょ
う
じ

き

か
い

田
ノ
口
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ

第
42
回
全
日
本
少
年
剣
道
錬
成
大
会
に
出
場
決
定

田
ノ
口
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ

第
42
回
全
日
本
少
年
剣
道
錬
成
大
会
に
出
場
決
定

田
ノ
口
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ

第
42
回
全
日
本
少
年
剣
道
錬
成
大
会
に
出
場
決
定

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！


